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序章　メタモルフォーゼ







　満月が、夜の池に浮うかんでいた。

　黒い水面がゆるやかに波打ち、波間に浮かんだ円月がゆらゆらと揺ゆらいでいる。その池に女子高生が一人、全ぜん裸らの肉体を半分沈ませていた。

　巨きよ大だいなお餅もちのようにふくらんだ乳ち房ぶさが、池の縁ふちに押おし当あてられてむっちりとたわんでいる。エッチな乳輪と先せん端たんは見えない。

　なんとも若々しく豊満な巨乳である。

　少女は、下半身を池に浸けたまま、腹はら這ばいのような格好で英語の教科書をめくっていた。すぐそばには、ジーニアス英和辞典がころがっている。平へい凡ぼんな顔の少年とのツーショットの写真をおさめた額がく縁ぶちも、なぜか並んでいる。

　知らない単語を調べると、女子高生はノートに書き込んだ。それから教科書をめくり、ぴちゃんと音を立てた。

　池の中から現れたのは、美しい巨大な尾おびれだった。尾びれは、水面下で少女の胴どう体たいにつながっているらしい。

　女子高生がまたジーニアス英和辞典を引いて、乱暴に手て許もとに置いた。英和辞典はパタンと閉じて、その勢いで池にころがった。

　あっと思った時には遅おそかった。辞典はまっさかさまに池に転落していた。水に濡ぬれた辞典を拾い上げて、人魚はため息をついた。

　これでいったい何度目だろう。

　普ふ通つうの人間になれれば、池の中で明日の英語の予習をする必要だってない。修学旅行だって行ける。小学校のときも中学校のときも、参加できなかった。今度も行けないのは、ごめんだ。

　でも、この身体では無理だ。九時のシンデレラでは……。




　同じ頃ころ――。

　遠く離はなれた町の一戸建ての二階の部屋で、びりっとかわいい音が響ひびきわたっていた。

　音は、ほぼ全裸の巨乳の子からもれていた。

　発育したメロンみたいな乳房が、ゆさゆさと揺れている。そしてお尻しりを覆おおうクマのショーツの真ん中あたりから、かわいい尻尾しつぽが覗のぞいていた。盛大な音の発生源である。

「わぁぁん……また破っちゃった……」

　少女は泣きそうな声をもらした。

　いったい、何枚目だろう。昔はこんなんじゃなかった。夜になったって人間のままだったのに――。

　少女は鏡を覗き込んだ。

　黒と紫むらさきのミステリアスな紋もん様ようが、愛らしい童顔を覆っている。ちょっと癖くせのある髪かみの毛けからは、カーブしたかわいい角が二本、にょっきりと突つき出だしている。

　少女はとっさに髪の毛をくしゃくしゃにしてみせた。でも、角は隠かくれてくれない。

「こんなの、お兄ちゃんに見せられないよう……」

　悲しそうに少女はつぶやいた。

　時計は、午後九時一分を指していた――。







第一章　洞どう窟くつの天使







１




「怪あやしい洞窟を見て覗かない男は男ではない。二重否定」

　さらさらのミディアムヘアを掻かき上あげて決め台詞ぜりふを吐はいたハーフの美男子に、綺き羅ら星ぼし夢ゆめ人とはげっそりした表情を浮かべた。

　エロい名前の教会があるからと、悪友・在あり原はらレオナルドに連れられて乳輪教会に来たのが、十分前。洞窟を発見したのが一分前。

　六月だというのに、辺りはひんやりしていた。

　林立するブナの林の中に、人ひと影かげはない。聖堂から外れた林りん叢そうの中に、ひっそりと洞窟の入り口が覗いている。入り口には南なん京きん錠じようがぶら下がっているが、扉とびらは開いている。

「おや。奥おくに何か飾かざってあるぞ」

　言うなり、レオナルドが洞窟に踏ふみ込んだ。

「勝手に入っていいのかよ。ばちとか当たるんじゃないか？」

「それは君がもらってくれ」

　夢人は首を振ふった。

　レオナルドとは中学で会って以来の関係だが、悪あく縁えん、腐くされ縁である。いつも引っ張りまわされて、ろくでもない目に遭あっている。清せい条じよう院いん学がく院いんの高等部に進学しても同じだ。

（今日は関かかわらないでおこう）

　洞窟に背を向けると、

「ややっ、これは巨乳」

　奥から響く声に、夢人は振り返かえった。

「巨乳がいるわけないだろ」

「これは凄すごいボインだ、死語」

　どうせ冗じよう談だんだろうと思ったが、結局、夢人は洞窟に入った。

　三、四メートル奥に蝋ろう燭そくの明かりが広がって、レオナルドの背中を黒く陰いん影えいに沈しずみ込ませていた。その向こうで、白い立像が、灯明を受けて橙だいだい黄色に照らしだされている。

　鎮ちん座ざしているのは、女性の姿をした天使の立像だった。教会に安置されているものといえば聖母マリアかキリストだが、天使とは非常に珍めずらしい。

　高さは台座を含ふくめて二メートルほど。天使自体の背せ丈たけは、夢人とほとんど変わらない。背中に伸のびた白い翼つばさが美しい。

　顔は、二十歳はたちすぎの麗うるわしい女のそれだった。

　天使には本来男性も女性もないらしいが、年上の魅み力りよくにあふれた、若く美しい顔だちをしている。おまけにその身体は、天使らしからぬ艶なまめかしさに満ちていた。

　一枚布を羽織ったその胸は、まるで胴体に接つぎ木きされたロケットのようにほとんど垂直に突き出していたのだ。

　半はん端ぱな大きさではなかった。高さにして十五センチ以上、否、二十センチほど前方に勢いよく突とつ出しゆつしている。

　まさにロケットオッパイ、大きさで言うなら爆乳だ。女性の姿の天使だからガブリエルなのだろうが、この彫ちよう像ぞうをつくった彫ちよう刻こく家かは、とんでもないオッパイ星人だったに違ちがいない。

「一〇五のＫカップ……かな？」

　レオナルドがサイズを口にした。

　夢人は悪友の横に並んで、間近に立像を眺ながめた。台座の上に安置されているおかげで、ちょうど夢人の顔のあたりに天使の爆乳がくる。

（でっかあ……）

　改めて、夢人は驚きよう嘆たんした。

　ギリシアのクレタ島で発見された、紀元前十七世紀の蛇へびの女め神がみ像ぞうにも、胸がロケットみたいに突き出してウエストがくびれたものがあったが、それに負けていない。古風に言うなら、豊胸小こ腰ごしである。グラマーさはミロのヴィーナス以上、現代のグラビアアイドルも真っ青のナイスバディだ。

　夢人は、さらに顔を上げて天使の顔を見た。

　モデルのように上品にツンと尖とがった小鼻ときれいな鼻筋――。瞼まぶたは閉じられている。

　どこか、懐なつかしい感じの顔だ。

　再び、胸を見た。

　本当に立派な巨乳だった。見ているだけでムラムラしそうな大きさをしている。レオナルドが熱をあげている、豊ほう條じよう真ま由ゆ香かという美人の上級生より巨乳である。レオナルドの従姉いとこに匹ひつ敵てきするほどの、超ちよう乳にゆう的なボリュームだ。

（死んだ姉ちゃんみたい……）

　自分でも知らぬうちに、夢人は手を伸ばしていた。その隣となりで、レオナルドも欲情を浮かべながら手を伸ばしていた。

　欲望の手と懐かい旧きゆうの手――二人の手が、同時に天使の胸に触ふれた。

　その瞬しゆん間かん――

　白色の立像が、目の前でフルカラーに変色していた。閉じられた瞼が、かっと見開かれ、眼球が覗いていた。

　二人はわっと声をあげた。その後ろで、洞窟の入り口が音を立てて閉まった。

「逃にがしませぬよ」

　反転して逃げようとした身体が、ぴたりと動かなくなっていた。腰こしから下が自由が利きかない。

　天使が、二人を睨にらみつけていた。

（げ、げぇっ！　て、天使が生きてたぁ……！）

「ずいぶんと多い煩ぼん悩のうですね。胸に触れるとは言語道断。おまえたちのような不ふ埒らちな者には、お仕置きが必要です」

　天使の言葉に、二人は縮み上がった。

「先に入ろうと言い出したのはこの男、なにとぞご容よう赦しやを」

　レオナルドが夢人に指先を向ける。

「先に入ったのはおまえだろ！」

「この者が胸をさわってみようと誘ゆう惑わくして――」

「してねえ！」

「お黙だまりなさい！　おまえたちは二人とも、成敗します！」

　二人は沈ちん黙もくした。

　成敗！　と叫さけぶ『暴あばれん坊ぼう将軍』の徳とく川がわ吉よし宗むねの姿と、二人の御お庭にわ番に斬きり殺ころされる悪者の姿が、二人の脳のう裏りに浮かんだ。

「おまえたちには異形の者になってもらいましょう」

「異形？」

「人間でありながら、人間にあらざる者になるのです。たとえば――」

　天使が指差すと、二人の腕うでに不気味な蛇じや紋もんが浮かびはじめた。ぬめぬめした輝かがやきが、肌はだに広がっていく。

「わぁっ！」

　二人が声をあげたところで、蛇紋が消えた。

「異形の者になりたいですか？」

　二人はそろって首を振った。こんな歳としで蛇人間に憧あこがれる者など、いるわけがない。

「ならば、わたしの命令に従いなさい」

「跪ひざまずいて足を舐なめろとか？」

　レオナルドの問いに、天使が冷れい笑しようを浮かべた。

「おまえたちの手を、天使の手にしてあげます。その手で魔ま物ものの胸をその年ねん齢れいの分だけ揉もんで、魔物を人間に変えてあげなさい」

　二人は顔を見合わせた。

　魔物？

　人間？

　天使の手？

「おい、夢人。魔物とは何だ」

「おまえのことじゃないのか」

「確かに……ぼくの美しさは魔物に匹敵する」

「納なつ得とくするな、アホ。魔物がいるかよ」

「真由香様の美しさは魔物だ」

「おまえの根こん性じようの方が魔物だ」

　馬ば鹿かなことを言い合う二人に、

「お黙りなさい!!」

　再び天使の叱しつ責せきが飛んだ。

「天使の手には限界があります。人間に変えられるのは魔物一人のみ。二人同時に変えようとすると、変えようとした本人が死にます」

「もしかして、複数いるってこと？」

「魔物はおまえの学校にいます。それも、二人」

「名前は？」

「胸のサイズは？」

　名前を聞いたのは夢人の方である。サイズを聞いたのはレオナルドである。

「答えは自分で探しなさい。おまえたちは、手で罪を犯おかしました。ならば、その手で罪を償つぐないなさい。期限は二日後の日にち没ぼつです。できなければ、おまえたちは一生、異形の者として生きていくことになります」




２




　ほとんど車の通らないゆるやかな曲がり道のつづく向こうに、二軒けんの屋や敷しきが見えていた。手前が、小学校からの知り合いが住む家。奥が、自分の家だ。敷しき地ちこそ広いが、高校までは電車で一時間半かかる。

　木の正門をくぐると、黒い猫ねこが駆かけてきて鳴き声をあげた。

　野の良ら猫ねこにしてはきれいな、官能的な毛並みの猫だった。いつも喧けん嘩かしている白猫は、今日はいっしょではないらしい。夢人がしゃがむと、顔のすぐそばまで来てまた鳴いた。夢人は黒くろ猫ねこの頭を撫なでて、それから中庭を抜ぬけて玄げん関かんを上がった。

　屋敷に人はいない。

　いい加減な父親は、桃とう泉せん市で骨こつ董とう屋やを開いている。昼ひる頃ごろ出で掛かけて、夜に帰ってくる。母親とは離り婚こん、二人いた姉は数年前に亡なくなっている。

　綺羅星家は、平安時代の寝しん殿でん造づくりのような形をしている。応接室やキッチン、ダイニングのある寝しん殿でん。さらに父親や娘むすめたち、そして夢人の部屋がある対たい屋のやが三つ、渡わた殿どのを通してつながり、さらに深い池に対して釣つり殿どのが延びている。といっても釣つりができるわけではなく、代わりに更こう衣い室しつと露ろ天てん風ぶ呂ろが設けられている。

　本州から北の地に移ってきたときに、ご先祖様が平安時代マニアでつくってしまったのだそうだ。正直、雪が降ふるたびに雪かきが大変で、夢人はあまり気に入ってはいない。

　穴の開いた障子が並ぶ廊ろう下かを歩き渡殿を抜けて、夢人は部屋に入った。

　机の上に鞄かばんを置くと、小学六年のときに撮とった写真が出で迎むかえた。離婚する前の母と父、そして亡くなった双ふた子ごの姉に挟はさまれて自分が写っている。二人とも、抜ばつ群ぐんの美人だ。おまけに超乳と言えるぐらい、胸が大きい。

　双子の姉は、四年前、高校在学中に雪山で行方ゆくえ不明になった。死体は見つからなかった。大好きな姉だったので、ショックだったのを覚えている。

（ただいま、姉ちゃん）

　心の中で挨あい拶さつをすると、詰つめ襟えりのホックを外して夢人はベッドに寝ね転ころがった。浮ふ力りよくのように、放課後のことが思おもい浮かんだ。

　妙みような体験だった。

　今でも、本当なのかなという気がする。天使の像が口を利くなんてありえない。もしかして夢でも見ていたのだろうか？　それとも、ＵＦＯ？　異星人に誘ゆう拐かいされて不思議体験でもしてしまった？

　夢人は首を振った。

　きっと夢だ。

　帰りの電車で、悪い夢でも見たに違いない。乳輪教会にいたはずなのに、気がついたら、夢人は電車に揺られていたのだ。

　一いつ瞬しゆん、レオナルドに確かく認にんしてみるかという気になったが、ケータイをつかんだところで着信音が鳴っていた。

　従妹いとこの結ゆ奈なからのメールだった。六月から清条院学院に転入することが決まったのだが、引ひっ越こし先が決まらず姿を見せていない。

《見つかったよ～♪　今、向かってる最中♪》

　元気な文面にほっとした。ようやくいい物件に当たったらしい。安心してケータイをしまうと、夢人はキッチンに入った。

（まだ魚が残ってたな。煮につけにするか）

　醤しよう油ゆを出すと、空っぽだった。

　昨日はまだあったはずなのだが、きっとオヤジが大量に使ったに違いない。それとも、どじをやってこぼしたか。

　キッチンに置かれた布ふ巾きんが、茶ちや褐かつ色しよくに染まっていた。

　こぼしたらしい。今から町中まで醤油を買いに行くのは面めん倒どうだ。この僻へき地ちに、コンビニなんて便利なものはない。

　夢人は自宅を出た。

　アスファルトの道を歩いて、木造づくりの隣りん家かの門をくぐる。

「理り沙さ～っ！」

　叫んだが、返事はなかった。

　裏庭にまわると、池の前で、白い超ちよう薄うす手での空手衣に身を包つつんだ長ちよう髪はつの女が、鋭するどい蹴けりを突き出していた。素人しろうとの蹴りではない。蹴るたびに黒いロングヘアが乱らん舞ぶし、豊かな乳ち房ぶさが、ぶるんぶるんとふるえている。

　シャープな美人顔だった。硬こう質しつな、強い美しさがある。ナンパでもしようものなら、鋭い視線と同時にきつい言葉も向かってきそうだ。

　小学校からの幼なじみ、桐き生りゆう理沙だった。クラス一番の巨乳でもある。恐おそらく、学年でも一番だろう。

「理沙」

　怖こわい切れ長の瞳ひとみが振り向むき、耳のイヤリングが揺ゆれた。

　中学三年のときに、夢人が修学旅行のお土産みやげで買ったものだ。理沙にプレゼントしたら、翌日耳に着けて登校してしまった。生徒指導部の教師から取り上げられそうになって、一人蹴り倒たおしている。

　中学時代、理沙は不良として鳴らしていた。得意の蹴りで何人もの男を倒し、学校中の男子をふるえあがらせていた。女友達もいなかった。男女合わせてまともに口を利いていたのは、夢人ぐらいだ。

　空手衣の襟の間から覗いた乳房の谷間に、うっすらと健康的な汗あせが浮うかんでいた。Ｔシャツは着ていない。もしかして、ノーブラだろうか？

「勝手に入ってくるな」

　理沙は低い声で言った。

「醤油貸してくれよ」

「好きなだけ取ってけ」

　夢人は屋敷の中に入った。母親は不在らしい。台所には、ぐしゃぐしゃになったざら半紙がころがっていた。広げてみると、修学旅行の案内だった。

（今回も行かないつもりかな）

　醤油を容器に入れて出てくると、理沙はまだ蹴りの練習をしていた。揺れるオッパイに思わず見とれる。

　ふと、理沙が顔を向けていた。

「何見てんだよ」

「胸」

　理沙が沈黙した。答えがストレートすぎたらしい。どれくらいのサイズなのか聞いてみたいところだが、教えてくれまい。夢人は話題を変えた。

「おまえ、今回も修学旅行行かねえの？」

「行かない」

「どうして？」

「行けるわけないだろ！」

　理沙が大声をあげる。

「なんで？」

「なんでって……」

　理沙はうつむいた。

「金がないわけじゃないだろ」

「いいだろ、とにかく行かないものは行かない」

　夢人はため息をついた。

　小学校のときも、中学校のときも、理沙は修学旅行に行っていない。二度とも、修学旅行のお土産を持っていったが、部屋の奥で、理沙は寂さびしそうにしていた。本当は行きたかったに違いない。

「来られるんだったら来いよ」

「行かないって言ってるだろ！」

　夢人はあきらめた。

　何か特別な事情でもあるのだろう。歩きかけて、夢人はひとつ尋たずねてみた。

「おまえ、乳輪教会って行ったことある？」

「ない」

　ならば、今日のことが夢かどうか、確かめようがない。まあ、きっと夢だろう。理沙の掛かけ声ごえを聞きながら、夢人は桐生家を出た。その後ろ姿を、理沙の視線が追いかけていることも知らずに――。




　夢人が綺羅星家の正門に戻もどると、バタンと車のドアを閉める音が聞こえた。軽トラが、寝殿の前に到とう着ちやくしていた。

（宅配便？）

（違うぞ。引っ越し？）

　軽トラに歩み寄った夢人に、

「お兄ちゃ～～ん！」

　聞き覚えのある声が近づいてきた。

　身長一五〇センチほどのＴシャツの女の子が、走ってくる。そのＴシャツのふくらみが、強きよう烈れつに揺れまくっていた。

　夢人は一瞬、目を疑った。

　で、でかい。

　理沙もでかかったが、それ以上かもしれない。しかも、その胸の主は――。

「お兄ちゃん！」

　Ｔシャツの女の子は、まっすぐ夢人に抱だきついた。パツンパツンのふくらみが、夢人の胸に当たって激しく弾はじけた。

　ぷにゅん。

　むちっ。

　弾だん力りよくいっぱい若さいっぱいの胸のかたまりが、夢人の胴どう体たいを心ここ地ちよく圧あつ迫ぱくする。

（うわぁっ……凄い……！）

　ぞわぞわっと快感が駆け上あがった。抱きついた女の子が、もぞもぞと顔をあげて夢人を見た。

「ゆ、結奈!?」

「今、着いたのぉ」

　Ｔシャツの女の子は、とびきりの笑え顔がおを見せた。

　ひとつ下の従妹、綺羅星結奈だった。清条院学院高等部への転入が決まって引っ越し先を探していたのだが、決まらずにいたのだ。ようやく学校に行けるという話をしていたのだが――。

「おまえ、うちに住むことになったのか？」

「うん」

「言ってくれたらいいのに」

「お兄ちゃんを驚おどろかせようと思って。おじさんにも黙っててって頼たのんだの」

（あの狸たぬきオヤジ……）

　結奈はうれしそうに夢人の背中に両りよう腕うでをまわして、ぎゅっと胸を押おしつけた。

　ぞわっと快感が走った。

　成長著いちじるしいふくらみが、遠えん慮りよなく夢人の身体に当たって弾けまくる。凄すごい張りと弾力だ。

（か、感じちゃうって……！）

　最後に会ったのは、四年前の夏休み。あの頃ころから一段と胸が成長していた。巨乳を通とおり越こしてすっかり爆乳になっている。

「お兄ちゃん、背、高くなったね」

「そ、そうかな」
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「結奈は？」

　ほめてほしそうに結奈が尋ねてきた。

「かわいくなった」

「ほんと!?」

「いろんなところがおっきくなった」

「どこが？」

「背とか胸とか」

　結奈がうれしそうにくすくすと笑った。笑った拍ひよう子しに、大きな胸がＴシャツの下でぷるぷると弾はずむ。

（ゆ……揺れた……!!）

　思わず釘くぎ付づけになる。

「タクシーで来たのか？」

「ううん。トラックに乗せてもらったの」

　さぞかし、運転手は結奈に見とれたことだろう。話をしながら、ついつい夢人の視線も欲望の重力に惹ひかれてバストへ向かってしまう。

「荷物はどっちまで運びますか？」

　業者に言われて、

「あ、案内します」

　夢人は玄関を上がった。




３




　半時間ほどで、軽トラの人たちは帰っていった。結奈が持ち込んだのは、ベッドに机、本ほん棚だな。なぜか扉とびらには頑がん丈じような鍵かぎまでつけてもらっていた。夢人を警けい戒かいしているのだろうか？

　夕食は楽しかった。

　男所帯二人のところに、女の子がやってきたのだ。女の子は、存在的に強力である。一人いるだけで、雰ふん囲い気きが明るく、華はなやかになる。だから紅一点なんて言うのかもしれない。

　紅一点とは、中国の宋そうの詩人・王おう安あん石せきの詩「咏えい石榴ざくろ詩」の中から生まれた言葉である。




　万ばん緑りよく叢そう中ちゆう紅一点　動人春色不須多




　一面の緑の中に一輪の花が咲さいている。人の心を動かすに、多くの花はいらない――。一輪の花とは、ザクロのことだそうだ。

　確かに、男性だけの場を華やかにするのに、多くの花＝女はいらない。夢人は、久々に明るいあたたかさを味わった。

　結奈も、終始にこにこしていた。恋れん情じようを起こさせる笑顔だった。

　子供の頃は、夏休みに会うたびに恋こいしていた。お兄ちゃん、お兄ちゃんとなついてくる結奈がかわいかった。

　でも、小学生は浮うわ気き性しようだ。

　学校に戻れば、戻ったところで好みの女の子を探す。一年に一カ月だけ結奈に恋して、また忘れて、また結奈に恋して忘れてをくり返す。

　最後に会ったのは四年前。

　そのときには、結奈の胸は大きくふくらみはじめていた。彼かの女じよが小学六年生になって最初の夏休みだったが、結奈の胸の先せん端たんはすでに硬かたく尖とがっていた。

　おんぶをして、背中を突つく乳房の感かん触しよくに、ずっと勃ぼつ起きしていたことを思い出す。その結奈と、また会えた。しかも、これからいっしょに暮らすことができる――。

（また昔みたいにいっしょにお風ふ呂ろとか……）

　それは、ないか。

　夢人は自分で夢想を蹴り飛とばした。

　でも、これから毎日結奈といっしょに学校に行ける。

（電車の中で胸を押しつけられて……）

　それもないか。

　夢人が使う路線は、最も寄よりの駅が始発駅である。往ゆきは吊つり革かわに掴つかまることはない。それでも、毎日結奈といっしょに学校に行って、たぶん、いっしょに帰ってこられる。織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしのように一年に一回だけ、夏休みの一カ月間しか会えなかったのが、一年中結奈と会えるのだ。




　八時半をすぎると、夢人は浴室に向かった。結奈に先に入るように言ったのだが、お兄ちゃんが先でいいと言う。

　広大な綺羅星家の屋敷では、リビングやキッチンのある本ほん殿でんから更衣室までは渡わたり廊下でつながっている。更衣室を出ると露天風呂である。

　脱ぬいだ服を竹たけ籠かごに入れて更衣室を出ると、広々とした浴よく槽そうに浸つかった。前面に広がるは、池、天空に広がるは遥はるかなる夜空。屋敷の方には竹細工の壁かべがあるので、覗のぞかれる心配もない。子供の頃は黒々とした水面が怖かったが、今はそうでもない。

（結奈のやつ、途と中ちゆうで入ってきたりしないよな……？）

　勝手に妄もう想そうして、夢人はまた首を振ふった。

　ありえない。

　もう結奈は小学生ではないのだ。まだ中学生みたいな顔をしているけれど、高校生なのだ。

　物思いを、浴室の戸の開閉音がさえぎっていた。

「何だよ、オヤジ、湯加減なら――」

　言葉は途中で消えていた。入り口に立っていたのは、紺こん色いろのスクール水着を身に着けた従妹だったのだ。

（い、い～～っ!?　ゆ、結奈～っ!?）

　バスタオルで隠かくすのは恥はずかしいからと水着を着てきたのだろうが、それでも、スクール水着の胸が猛もう烈れつな勢いで盛りあがっている。そこだけ造山運動を行ったみたいだ。

　動転しているのに、夢人はしっかり目で胸を追いかけてしまった。スクール水着を着ていても、やっぱりおっきい。でかいというものではない。爆乳アイドル顔負けのボリュームである。

「い、いっしょに入ってもいい？」

「あ、お、おれ、すぐあがるから」

「あがっちゃうの？」

　結奈の寂しそうな瞳に、夢人は動けなくなってしまった。かわいい従妹は、戸を閉めて中に入ってきた。

　お湯を浴びて、スクール水着のまま浴槽に入る。

　温湯が縁ふちからあふれだした。

　心臓は、激しく鼓こ動どうしていた。広いお風呂の中に、かわいい従妹と二人きり――。しかも、相手は夢人好みの爆乳なのだ。手を伸のばせば、すぐ届く距きよ離りにスクール水着と爆乳があるのである。

　さわったら、結奈は怒おこるだろうか？

　たぶん。

　でも、こんなに間近に結奈がいると、さわりたくなってくる。

　子供の頃は、よく結奈とお風呂に入った。けれども、それは結奈が中学生になるまでのことだ。最後に入ったのは、結奈が小学六年生のときだ。乳輪全体がぷっくりと盛りあがって、すり鉢ばちのように乳房がふくらんでいたのを覚えている。

　あれから四年。

　結奈の胸は、すっかり大きく成長していた。ヒップも、はっきりと大きくなっている。身体だけ見るなら、もう大人である。

「お兄ちゃんといっしょに入るの、久しぶりだね」

「そ、そうだな」

「結奈、どれくらいになったと思う？」

「え？」

「身長」

（なんだ、そっちか）

　熱い風呂に入っているのに、夢人は冷ひや汗をかいた。てっきり、胸の方かと思ってしまった。

「わたし、一五六。お兄ちゃんは？」

「一七二」

「お兄ちゃんおっきい」

　おっきいと言われても、高校生の平均身長である。

「お兄ちゃん、彼女できた？」

　ドキッとした。

　心臓の鼓動を聞かれたのではと、ひやひやする。

「いや」

「そう」

　しばらく沈ちん黙もくがつづく。

　何を言おうとしているのかは、わからない。

　自分に彼女がいるかどうかを探さぐっているということは、気があるのだろうか？

　かもしれない。

　彼女になってと言えば、なってくれるのかもしれない。昔だって、お兄ちゃんと結けつ婚こんしたいとよく言っていた。

　でも――。

　子供の言葉は、永遠のものではない。政治家の言葉と同じだ。

　中学生以上の人間と、小学生とは人種が違ちがう。目覚めはじめた性と自じ我がが、両者を隔へだててしまう。

　思春期の一年は、幼少期の一年よりも長い。人は幼少期の約束を忘れて大人になるものだ。

　けれども――確かめたっていいじゃないか。

　なあ、結奈。

　おれのこと、好きなの？

「お兄ちゃん」

（ギクッ！）

「な、何だ」

「身体洗った？」

　結奈が尋ねてきた。

（何だ、そのことか）

「まだ」

「背中、洗ってあげよっか？」

「いい」

「どうして？」

　質問されると、困る。洗ってもらおうとすれば、浴槽から上がらねばならぬ。上がれば、己おのれのナニが見える。

「お兄ちゃん、わたしのこと、嫌きらいなの？」

　ま、まさか！

　しかし、ＮＯと言えば結奈を避さけているように思われてしまう。夢人は少し考えて、

「じゃあ、少し上がるから、目を閉じてろよ」

「うん」

　夢人は腰こしをタオルで隠して洗い場に上がった。

「もういい？」

「いいぞ」

　今度は結奈が上がってきた。石せつ鹸けんをつけて、ごしごしと夢人の背中を洗いはじめる。なかなかに気持ちいい。

　結奈が小学生の頃も、こんなふうに洗ってもらったなと思う。

　夏休みの間はいつもお風呂はいっしょで、毎日結奈に背中を洗ってもらって、自分も結奈の背中を洗っていた。

　なぜか二人の姉も嫉しつ妬として強ごう引いんにお風呂に入ってきて、凄い爆乳を押しつけられた記き憶おくがある。

「お兄ちゃん、背中広くなったね」

「そうかな」

「そうだよ」

　ふいに結奈がぺたんと身体を押しつけてきた。スクール水着越ごしに、むっちりしたふくらみが広がった。

（わっ！　わわっ！）

　巨きよ大だいな肉のかたまりが、ゆっくりとつぶれ、そして反発した。

　凶きよう暴ぼうな、若々しい弾力だ。

（き、気持ちいい……！）

　股こ間かんが反応しそうになって、夢人は慌あわてた。

「ゆ、結奈」

「胸、いくつになったと思う？」

「さ、さあ」

「言って言って♪」

　結奈が甘あまえてくる。

　言ってと言われても、わからないものはわからない。

「九十五……？」

　言ってみると、結奈が背中で微笑ほほえんだようだった。

「九十九の――」
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　心臓が鳴った。しかし、驚きよう愕がくはそのあとにも待っていた。

「――Ｉカップ」

　結奈の息が耳元にかかった。

（きゅ、九十九!?　Ｉカップ!?）

　とんでもないでかさである。

　まだ高校一年生なのに、ほぼ一メートルって！　Ｉカップって!!

　おっきい！

　でかい！

　さわりたい！

　理性をかなぐり捨てて襲おそいたい――！

　振り返かえって抱きつこうとした夢人を、扉の開閉音がさえぎっていた。浴室に現れたのは小さなタオルで前を隠した下品な男――夢人の父親であった。

「結奈ちゃん、叔お父じちゃんといっしょに入ろ～♪　あり？　なんで夢人がいるんだ？」

「オヤジこそ、なんでいるんだよ！」

「スキンシップに決まっとるだろうが。これからひとつ屋根の下に住むんだから、仲良くなろうと思って、うひ」

　締しまりのない表情で答えた父親に、

「いやぁ、来ないで！」

　結奈が水みず鉄でつ砲ぽうを取り出した。ピストル型の水鉄砲を連射する。

　小型だが、意外に威い力りよくは強かった。父親は、うはっ、ぷはぁっと呻うめきながら必死に顔を覆おおっている。

　さらに結奈は水鉄砲を近づけた。

　夢人も父親の頭を桶おけで殴なぐった。父親はぎゃぁぁと声をあげて退散した。

（エロオヤジめ……何考えてんだ、あいつ）

　とんでもない父親である。邪じや魔ま者ものが消えると、夢人は従妹いとこに向き直った。

「こ、今度は兄ちゃんが髪かみの毛け洗ってやろっか？」

「うん」

　二人は交こう替たいした。

　木の椅い子すに結奈がすわる。その後ろに夢人がまわる。シャンプーをつけて、手でごしごし洗ってやる。

「かゆいところ、ないか」

「ここ」

「おまえ、関西だな」

「どうして？」

「関西人って、床とこ屋やで『かゆいところ、ないですか？』って聞かれると、『こことここ』って答えるんだぞ」

「ふ～ん。でも、かゆいんだもん」

　かゆいと言われたところを重点的にこすってやる。こすりながら、夢人は肩かたごしに胸のふくらみを見やった。

　小さな胸の子なら、背中の上から斜ななめに見下ろしても、胸の隆りゆう起きは見えない。しかし、結奈の巨乳は、はっきりと前に突き出していた。

　大きいなんてものではない。

　紺色のスクール水着が、凄い勢いで前に迫せり出している。大きなＵ字の襟えり元もとからは、胸の谷間がはっきりと見えてしまっていた。

　あまりの大きさに、スクール水着が包つつみきれていないのだ。Ｉカップのふくらみをスクール水着で覆い切るのは、無理だったらしい。

（す、少しぐらいなら、さわってもいいかな……）

　手を伸ばそうとしたそのとき、ボ～ン、ボ～ンと更こう衣い室しつの掛かけ時ど計けいが鳴っていた。九時を告げる鐘かねだ。

　ボ～ン、ボ～ン。

　時計は九時を告げていく。そのとたん、

「わぁぁぁぁっ！　こんな時間!!」

　シャンプーがついたまま、結奈は大声をあげて浴室を飛び出していった。

（……何なんだ？）

（九時から、何かテレビ番組やったっけ……？）

　女の子は謎である。

　首をひねる夢人の耳に、ぽちゃんと妙みような水音が聞こえた。

　妙に気になる物音だった。

（カエル？）

　いつもなら、それくらいで振り返りはしない。けれども、夢人は顔を向け――凍こおりついた。池の中から、何かが覗いている。

　顔と胸は、逆光で見えない。黒い輪りん郭かくが、池の中から浮うかび上がっている。

　――ゆ、幽ゆう霊れい!?

　夢人が見ているのに気づくと、慌ててそれは池の中に姿を消した。水音が消えると、寒気が走った。

（ひええ……い、池に幽霊が……!!）

　夢人は慌てて浴槽を飛び出していった。







第二章　天使の呪のろい
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　部屋に戻もどると、厳重に鍵を締めて結ゆ奈なは息をついた。設置してもらったばかりの学習机にすわって、自分のお尻しりが濡ぬれていることに気づいた。

　髪の毛も濡れていた。シャンプーまみれだった。

（わぁん……洗ってくるの、忘れちゃったよぅ……）

　泣きたい気分だった。

　せっかく大好きなお兄ちゃんといっしょにお風呂を楽しんでいたのに、時間が来てしまったのだ。

（もう、いや、こんな生活……）

　結奈は、タオルを出して髪の毛を拭ふくと、手鏡を覗いた。

　きれいな肌はだ色いろが消え、藍あい色いろと紫むらさき色いろの模様が顔を覆っている。髪の毛からは角まで生えている。おまけに、お尻からは邪じや魔まな尻尾しつぽが――。

　子供の頃は、何ともなかった。

　普ふ通つうの人間と同じと思って生きてきた。でも、第二次性せい徴ちようが始まって初潮を迎むかえてから、変身が始まったのだ。

　以来、夜の九時になると淫いん魔まへの変身が始まる。母に聞いたら、変身するのではなく、魔まの力が強くなって魔ま物ものの姿に戻ってしまうのだそうだ。

　九時まであまり残り時間がないのはわかっていた。でも、少しだけお兄ちゃんとお風呂に入ったらすぐ出よう……そう思ってしまったのだ。

　ずっと、会いたかった。

　四年間会えなかったのは、変身が始まってしまったからである。引ひっ越こし先が見つからなかったのも、変身のことがあったからだ。

　結局いい場所が決まらず、お兄ちゃんのところに居い候そうろうすることになってしまった。

　うれしかったけど、不安だった。

　もしお兄ちゃんに彼女ができていたらどうしよう。もうかわいくないって言われたら、どうしよう。こんなに胸の大きな女の子、いやだって言われたらどうしよう。

　それに――お兄ちゃんに自分の正体がバレちゃったらどうしよう。

　でも、久しぶりに会ったお兄ちゃんは、かっこよかった。

　世間で言うイケメンでは、決してない。

　けれども、イケメンに何の価値があるのだろう？　彼かれ氏しは、ブランド品のバッグではないのだ。

（お兄ちゃん……）

　結奈は従兄いとこの姿を思おもい浮うかべた。

　お兄ちゃんと彼かれ氏し彼かの女じよになりたいと思う。でも、自分には秘密がある。自分が淫魔であることをお兄ちゃんは知らないし、知らせてはいけない。知ったら、たぶんお兄ちゃんはかわいいって言ってくれなくなる。結奈とはいっしょに住みたくないなんて、言うかもしれない。

（お兄ちゃん……！）

　結奈は泣きたい気分で、机に突つっ伏ぷした。
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　桐き生りゆう家の池に戻った理り沙さの心臓は、激しく鳴っていた。

　桐生家の池と綺き羅ら星ぼし家の池は、地下水路でつながっている。それを使って何度も理沙は、夢ゆめ人との家を覗きに行っていた。今まで目もく撃げきされたことは一度もなかったのだが、よりによって見られてしまうとは……。

　いや、大だい丈じよう夫ぶだったはずだ、と理沙は動どう悸きを静めようとした。

　あのとき、自分の背中側に月があった。逆光で自分の顔は見えなかったはずだ。だが、何かが覗いていたことは、夢人にはバレてしまった。

　もし見られていたらどうしよう……？

　不安が襲いかかった。

　見られてはいないと思うが、もし正体を知られたら？　明日、どんな顔をして夢人に会えばいいというのだろう？

　まだ告白だってしていないのに……。
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　天使の夢を見た。天使に、腕うでを蛇へびみたいにされる夢だ。

　そうか。

　昨日のは夢じゃなかったんだ。早く捜さがさなきゃ。

　そう思ったところで、夢人は目が覚めた。

　腕はなんともなっていなかった。やっぱり夢か。期限って明日だったっけ？　明後日だったっけ？　たぶん、あれは脅おどしだったのだ。だいたい、魔物の胸をさわって人間に変えるなんて、どう考えたっておかしすぎる。どんな煩ぼん悩のうの産物ですかという感じだ。

　時計は、すでに午前六時を指していた。夢人は半身を起こして、両手で顔をこすった。渡わた殿どのを歩いて、リビングや台所のある寝しん殿でんに着いた。洗面所で顔を洗う。

　ふと、昨日の幽霊のことが思い浮かんだ。

　人生で幽霊を見たことは一度もない。池に幽霊がいるという話を聞いたこともない。でも、あれはきっと幽霊だった……。しばらく、夜よる遅おそくに風ふ呂ろに入るのはやめておこう。できれば、一人で入るのも避けたい。結奈がいっしょに入ってくれるといいが……。

　結奈は、キッチンに立って朝食の準備を始めていた。雑じや魚こを入れて出だ汁しを取っている。エプロン姿がかわいい。おまけにオッパイがよく目立つ。

「あ、お兄ちゃん、おはよ～♪」

　どうやら、昨日のことは怒ってないみたいだ。あれから結奈の部屋に行ってみたのだが、鍵かぎが掛かっていて中に入れなかった。理由はさっぱりわからない。

　ネットで番組表を見てみたが、火曜サスペンスがあるくらいだった。結奈にそんな趣しゆ味みがあるとは思えない。

　夢人は冷蔵庫の中から一リットルの牛乳パックを取り出した。口をつけてがぶ飲みしたところで気づいた。これから結奈と共同生活をするのだ。いつものように自分だけが飲むわけではない。

　全部飲み干すと、折おり畳たたんでごみ箱に入れた。

「き、昨日は……ごめんな。なんか、おれ、悪いこと言った？」

　結奈の手が止まっていた。

　ゆっくりと向けた顔が、引きつっていた。

「う、ううん、いいの。ちょっと見たい番組があって録画できなかったから、そのままふて寝ねしちゃって……」

「そ、そう」

　妙な会話である。

　確かに、昔から寝るのは早かったが……。

　夢人はテーブルに着いた。エプロン姿の結奈を、後ろから眺ながめる。

　――かわいい。

　そして、オッパイがおっきい。

　にやけたところで、

「何？」

　結奈が振ふり向むいた。慌てて顔を横に向けて、

「なんでもない」

　夢人は誤ご魔ま化かしてしまった。

　――小心者っ!!
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　午前七時に結奈といっしょに自宅の門を出たところで、理沙に会った。

　妙にぎこちなかった。

　いつもと違って目を合わせなかったし、結奈を紹しよう介かいしても、あまり聞いていない感じだった。何回か会っているはずだが、興味がないらしい。理沙は一人ですたすたと曲がりくねった道を歩くと、駅で別の車しや輛りように乗り込んでしまった。おかげで、昨日の幽霊のことは話さずじまいだった。

　結奈と二人で通学するのは、妙な気分だった。

　電車の中ではいつも一人で居い眠ねむりばかりしていたのに、すぐ横にかわいい従妹がいる。それも赤いリボンタイを結んだ白いブラウスにはちきれんばかりの胸を包んで、キラキラした眼まな差ざしを向けてくるのだ。おまけに鞄かばんの中には、従妹がつくってくれたお弁当が入っている。

　これから、こんな幸せが毎日つづくんだ……と思って、夢人は幸せな気分に包まれた。母が離り婚こんして、姉二人が行方ゆくえ不明になって、綺羅星家から一気に女性の光が消えた。野や郎ろう二人の生活に、花はない。

　そこに、かわいい花が来てくれた。それも、オッパイの大きな花が――。

（結奈って、本当にかわいい……）

　夢人は従妹を見ながら思った。

　誰だれもいなかったら、いきなり抱だき締めていたかもしれない。もちろん、混雑が始まった車内ではできるはずもなかったが――。

　吊つり革かわにつかまる乗客が増えてきても、結奈はずっとしゃべりつづけていた。二人の前に立ったサラリーマンが、ちらり、ちらりと結奈を見ている。

　あ。

　こいつ、結奈の胸を見ているな。

　見るな、この野郎。

　思わず夢人は怒ど鳴なりたくなった。




　最も寄より駅で下車すると、二人は清せい条じよう院いん学がく院いん高等部までの道を、並んで歩いた。結奈は肩をぶつけるようにしてくっついてくる。おかげで、時々結奈の胸が当たる。

　Ｉカップというのは、どうやら嘘うそではないらしい。自己主張の強い胸である。白いブラウスをツンと突つきあげて、気持ちよく何度も夢人の腕をくすぐってくる。

（気持ちいい……！）

　誰もいなかったらなあ……と夢人は思った。

　無人だったら、この場でかわいい従妹を抱き締めているのに。それか、いっそのこと結奈が抱きついてくれたらいいのに。昨日みたいに胸がつぶれて、またあの気持ちよさが味わえるに違いない。

　途と中ちゆう、もの凄すごい巨乳の養護教きよう諭ゆが自転車で追おい抜ぬいていった。レオナルドの従姉いとこ、クローエ先生だ。いっしょに住んでいるレオナルドは、なぜか乳お化けと呼んでいる。レオナルドもオッパイ星人のはずだが――。

　正門の前には、黒いリムジンが止まっていた。

　現れたのは、平へい凡ぼんな顔だちの二年生の男子と、長い黒くろ髪かみの似合う、見るからにおしとやかな爆乳女性だった。

　豊ほう條じよう宗むね人とと生徒会長の清条院静しず姫きだ。理事長の孫まご娘むすめである。

　二人はリムジンから降りると、腕を組んで正門へ歩き出した。静姫は、やさしい幸せそうな顔をしている。

　付き合っているという噂うわさだったが、実際に二人いっしょの姿を見るのは初めてだった。

（いいな……）

　夢人は思った。

　結奈とこんなふうに――。

　妄もう想そうを、妙な尾び行こう者が断たち切きっていた。異国風の美人が、カップルのあとを尾つけている。彫ほりの深い顔だちに欧おう米べい人じんのような目鼻だち――。

「真ま由ゆ香か様～～っ！」

　紅あかい薔ば薇らの花束を手に駆かけてきた男が、脳天に蹴けりを食くらって倒たおれていた。悪友レオナルドである。

　蹴ったのは、豊條真由香だった。
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　レオナルドが一方的に恋こいしている相手である。しかし、その願いが叶かなえられる日は、恐らく地球の終わりまで来ないだろう。

「あの人、誰？」

「知らなくていいやつ」

　従妹の質問に夢人は答えて、従妹の腕を引っ張った。あんな馬ば鹿かに結奈を見せてたまるものか。

「そのかわいこちゃんは誰だい」

　レオナルドが死語を吐はいていた。もう復活したらしい。

「まさか君に彼かの女じよができるはずはあるまい。父親が再さい婚こんしてできた妹か、はたまた宇宙から飛んできた居候か」

「おまえに聞かせる名前はないの」

「ぼくが横取りすると思っているんだろ？」

　レオナルドがにやにや笑っていた。

「心配するな。すべての女性はぼくのものだ。ぼくの存在は、すべての美人のためにある」

　レオナルドが跪ひざまずき、結奈の手を取ろうとした。その手を、夢人がはたいていた。

「行こう」

　言って生徒通用口へ走り出した。

　あんな馬鹿を結奈に近づけさせてなるものか。手の甲こうへのキスなど、もってのほかだ。




　シューズロッカーの前で結奈に手を振って別れると、いきなり背中を指で突かれた。

　立っていたのは理沙だった。

　妙にもじもじしている。膝ひざをすり合わせて、まるで純情な女の子である。よく見ると、耳まで紅い。

「わ……わたしに話すこと、ないか？」

「おまえに話すこと？」

　夢人は考えた。

　別にない。醤しよう油ゆを借りたお礼だろうか？

「そうだ。醤油助かったよ」

「そのことじゃなくて……」

「それ以外のこと？」

　もう一度考えてみたが、やはり、ない。

　あ。

　そういえば。

「昨日幽霊見たよ」

「ゆ、幽霊!?」

「顔は見えなかったけど、うちの池から覗のぞいてた。めちゃめちゃ怖え～。夜お風呂に入るのいやだなぁ」

「だ……誰かにしゃべったか？」

「いや」

「か……顔は見なかったのか？」

「暗かったし」

「そ、そうか……見なかったのか……」

「今夜も出ると思う？」

「……で、出ないんじゃないのか」

「だといいけど。しばらく恐きよう怖ふだよ。これからしばらく、一人で風呂に入るの、やめとこうかな」

「わ、わたしがいっしょに入ってやろうか」

「え？」

「な、何でもないっ！」

　理沙は大おお汗あせを浮かべて、右手と右足を同時に繰くり出だして歩いていった。女は謎なぞというが、理沙もまた謎である。しかし、それは今日に始まったことではない。

（もしかして、ちゃんと醤油の礼をしろとかいうことだったのかな？）
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　二年Ｆ組の教室に戻ると、理沙は思わずにっこり笑えみを浮かべた。

　よかった。

　夢人は気づいていなかった。

　自分の顔も見ていなかったし、人魚ということも知らなかった。それどころか、幽霊と思い込んでいる。

　でも――。

　夢人を怖こわがらせてしまった。

　しばらく、地下水路を通って夢人の屋や敷しきに行くのはやめた方がいいかもしれない。

　理沙は、誰も自分を見ていないのを確かく認にんすると、こっそりパスケースを取り出した。隠しておいた夢人の写真を抜き出してみる。

　高等部入学のときにいっしょに撮さつ影えいしたものだ。数少ないツーショットの写真である。

　写真を眺めながら、理沙はイヤリングを撫なでた。

　また、昨日のように醤油が切れてくれないかな、と思う。そうしたら、夢人がまた来てくれるのに。といっても、またぶっきらぼうな応対しかできないのだろうが……。
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　休み時間になるたびに、結奈は夢人にメールを送ってきた。

《今、数学終わったぁ♪》

《これから体育》

　体育と聞くと、思わずエッチな方向に想像が向かってしまう。

　昼休み、結奈はお弁当を持ってやってきた。前後逆向きに椅い子すにすわって、向かい合わせで夢人と弁当を食べる。

　弁当は美お味いしかったが、視線が痛かった。クラスメイトの視線が突き刺ささっている。特に、約一名、レオナルドが――。

（あとで質問攻めにされるな）

　覚かく悟ごしながらウインナーを口に運んでいると、レオナルドが結奈に近づいてきた。

「やあ、また会ったね。これは運命の出会いかな」

「おまえには真由香様がいただろ」

　夢人の突っ込みを、レオナルドは白い歯とスマイルで跳はね返かえした。普通の女の子なら、くらっとしているところである。

　が――結奈にはまったく効果がないらしい。

「ぼくはレオナルド。お兄さんの一番の親友だ。恩師と言ってもいい」

「誰が恩師だ」

「名前は何っていうんだい？　彼氏は？　好きな人は？」

「うざいから黙だまってて」

　きつい一言に、レオナルドが目の下を痙けい攣れんさせた。冷ひや汗あせが浮かんでいる。

「はは……なかなかはっきり言う子だ」

　結奈は無視して無言でウインナーを食べた。

「どうだい？　放課後にでも三人で美お味いしいケーキを食べに行かないかい？　太っ腹で、お兄ちゃんが奢おごってくれるそうだ」

「地球が終わっても行かない」

　レオナルドが凍こおりついた。

　自じ称しよう伊だ達て男おとこ、華か麗れいなる敗北であった。そこにさらに結奈が追い打ちをかけた。

「お兄ちゃん、二人きりで行こうね♪」




　元気に手を振って結奈が戻っていくと、夢人は男子トイレに入った。従妹いとこという関係を聞いてクラスメイトは納なつ得とくしていたが、それでも、やっぱりこう思うだろう。

　従妹ってだけで、わざわざ一年生の教室から二年生の教室まで来るか？

　たぶん、来ない。

　今でも、結奈は自分のことを好きでいてくれているのかもしれない。

　それとも――単に寂さびしいのだろうか。

　あるいは、まだまだ子供気分でいるだけだろうか。それで無む邪じや気きに抱きついたり、風呂に入ったりしてくるのだろうか。

　可能性はある。

（明日もまた、いっしょに弁当を食べるつもりかな）

　考えていると、

「恋は甘あまい花である。それを摘つむには、恐おそろしい断だん崖がいの端はしまで行く勇気がなければならない。――スタンダール」

　レオナルドであった。

　夢人のすぐ隣となりの便器の前に陣じん取どって、放ほう尿にようを始める。

「なかなかガードの固い妹さんだ」

「余計なちょっかい、出すなよ」

「付き合ってるのかい？」

「別に……付き合ってるわけじゃ」

「つまり、ぼくがものにしてもいいということだ」

「真由香様がいるだろ」

　レオナルドはにやりと笑っただけだった。どうしようもない浮うわ気き男である。常に自分は真由香様一筋だと嘯うそぶいているが、いい返事をもらったことはない。信用ならない相手だというのは、言い寄られている本人もわかっているのだろう。

　夢人が洗面台の前に移動すると、レオナルドも隣の洗面台の前に陣取った。

「ところで、異変はあったかい」

「何が」

「昨日のことさ。ぼくはノープロブレムだ」

　レオナルドも昨日のことを覚えていた――。やはり、あれは夢ではなかったのか。

「おれも、今のところ、平気」

「妙みような天使だった。あれでは天使ではなくてただの悪あく魔ま――」

　ぎゃぁぁぁっと叫さけび声ごえがあがっていた。

　だが――それはレオナルドからのものだったのか。夢人自身のものだったのか。

　鏡に、文字が浮かびあがっていたのだ。

　――魔物を捜しなさい！

「お、お、おい、レオナルド！」

「ひぃっ！　ひぃぃっ！」

　二人動転しながら鏡を指差す。お互たがいの顔を見合い、またぎゃあっと声をあげた。

　レオナルドの顔に、まるで漫まん画がのウンコのような渦うず巻まき模様が浮かび上がっていた。

「お、おまえ、顔！」

「君の顔っ！」

　おれの顔!?

　鏡に目をやった夢人は、また声をあげていた。

　夢人の顔は、肌はだ色いろではなかった。顔全体が蛇のような肌はだに変わっていたのだ。しかも、何の悪いた戯ずらか華麗なレインボー模様が交じっている。

（な、なんなんだ、これ!!）

　思わず鏡を覗き込む。

　鏡のせいじゃない！

　手で顔を拭ぬぐってみたが、蛇じや紋もんもレインボー模様も消えない。レオナルドも、ヒイヒイ言いながら自分の頬ほおを撫でている。

　再び鏡に文字が浮うかんだ。

　――我は天使。

　――魔物を捜せ。

「ひぃぃぃぃっ！」

　レオナルドが尻しり餅もちをついた。夢人はかろうじて尻をつかずにもちこたえた。

　なんだよ！　なんなんだよ！　なんでこんなことに――!!

　動転するところへ、昨日の記き憶おくがフラッシュバックした。

《おまえたちは、手で罪を犯おかしました。ならば、その手で罪を償つぐないなさい。期限は二日後の日にち没ぼつです》

　愕がく然ぜんとした。

　夢だと思っていたのに、夢ではなかったのだ。

　ど、どうしよう。

　ま、魔ま物ものって、どうやって捜せばいいんだ。こんな顔じゃ、教室に戻もどれない。

　と、とにかく、一刻も早く魔物を捜さなきゃ――。

　思った瞬しゆん間かん、蛇紋がゆっくりと消えていった。

（え!?）

　鏡を見ると、顔に浮かんでいたレインボーもない。

（あれ？　大だい丈じよう夫ぶなのかな？　もしかして、魔物を捜さなくても平気？）

　思った瞬間、また顔にレインボーが浮かび上がった。

（わぁっ！　捜す、捜します！）

　決意を改めると、またレインボーは消えていった。どうやら、レインボーも蛇紋も、二人に対する忠告として表れたらしい。

　夢人はレオナルドと顔を見合わせた。

　このままでは、自分は一生レインボーになってしまう。否いや、レインボーならまだいい。皮ひ膚ふという皮膚が蛇紋で覆おおわれて、蛇人間になってしまう。もしかすると、人の形も失ってただの蛇になってしまうかもしれない。

　期限は明日の日没。

　なのに、貴重な初日を無む駄だにしてしまった。とにかく、一刻も早く魔物を捜さがさなければならない。

「ど、どうしよう」

「と、とにかく捜そう」

「どうやって？」

　二人は考えて、同じことを思いついた。

　もう一度、あの教会に行ってみよう。学校？　授業？　そんなことを心配している場合ではない。自分たちの顔が、未来が、かかっているのだ。
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　十五分後――二人は、歩いて十分ほどにある乳輪教会の洞どう窟くつの前に来ていた。扉とびらは昨日と同じように開いている。そして奥おくには、天使像が鎮ちん座ざしていた。

「レディファーストだ。君が入りたまえ」

「誰がレディだ」

　夢人が洞窟に入ると、レオナルドもすぐつづいた。

　巨乳の天使は無言で目を閉じていた。後ろで束ねた長ちよう髪はつは見えない。立像を前にすると、やはり昨日のことは夢だったのではないかという気がしてくる。あのレインボーも夢で、天使がしゃべったのも、夢だったのではないのか？

　やさしい顔に手を伸のばすと、パチリと目が開いた。

「わっ」

　二人は飛とび退のいた。

「何の用事です」

「ぼくの顔にウンコみたいな渦巻き模様を描えがくなど、ひどすぎる」

「おまえたちへの忠告です。今は昼の数分だけですが、明日の夜にはそれが永遠になります。明日の日没までに魔物を見つけて人間にするように」

「ぼくのイケメンぶりに免めんじて、ご容よう赦しやを」

「イケメンは嫌きらいです」

　レオナルドは黙った。

　なかなかはっきりものを言う天使様である。

「ならば、せめてヒントでも。魔物の外見的特とく徴ちようは？　身長体重スリーサイズは？」

「おまえは自分でもがく前に答えを求めるのですか？」

「迷える小羊に、ぷり～ず」

「答えとは、自分でもがいて見つけるものです。どうやって捜すのかも、どうやってもがくのかも、自分でもがいて得るものです」

「鬼おに！　悪魔！」

　天使が睨にらんだ。

　次の瞬間、二人は吹ふき飛ばされていた。気がついた時には、乳輪教会の前に放ほうり出されていた。

　二人はもっそりと起き上がって呻うめいた。

「いでで……おまえが変なことを言うから」

「なんという暴力天使だ。児童虐ぎやく待たいだ」

「おまえ、児童だったのかよ」

「定義上は」

　二人は黙った。

　確かに児童ポルノ法ではそうである。二人は教会をあとにして歩きだした。

「魔物って、どこにいると思う？」

「さて、どこであろうな」

「学校で魔物がいそうな場所ってどこだ？」

「君の机」

「適当に言うな」

「女子更こう衣い室しつ」

「おまえ、性欲でものを言ってるだろ」

「女子トイレなどはどうだ？」

「そこに二匹ひきもいるっていうのか？」

「理科室近くの女子トイレには、化け物が出ると聞いたことがあるぞ」

　夢人は黙った。

　自分も、そんな噂を聞いたことがある。宿直室に泊とまった先生が見たそうだ。学園祭の準備で夜よる遅おそくまで作業をしていた女子も、幽ゆう霊れいを見たと騒さわいでいた。

「幽霊の出しゆつ没ぼつポイントは魔まのポイント。となれば、魔物も出るのではないのか？」

「それは、まあ……」

「調査するのなら、ぼくが手を貸そう。幸い、乳お化けは我わが校こうのセーラー服をしぶとく保持している」

「おまえ、よく知ってるな」

「実は鞄の中に忍しのばせてある」

「え？」

　ずいっとレオナルドが迫せまった。

　目が、怪あやしい。

「どういうことかわかるだろ」

「わからん」

「つまり、そういうことだ」

　ぎょっとした。

「おまえ、まさかおれに変なことをさせるつもりじゃないだろうな」

　レオナルドがにやりと笑った。

　思おも惑わくありまくりの、いやな笑みだった。
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　午後一時半ジャスト――。

　清せい条じよう院いん学がく院いん高等部の理科室から、女が一人、現れていた。

　似合わないセーラー服を身に着け、似合わないスカートを穿はいている。どこか雰ふん囲い気きがおかしい。女にしては身体がごつい。脚あしにはすね毛が生えている。

「なかなかうまく化けたではないか」

　にやにやと笑うレオナルドの前で、女はいやそうに顔をしかめた。

　女ではなかった。

　女物のかつらをかぶった、夢ゆめ人とであった。魔物を見つけるために、夢人が女装して女子トイレに侵しん入にゆうすることになったのだ。

「こんなの、絶対バレるだろ」

「大丈夫だ。三年生は、今年からリボンタイとブラウスとチェックのスカートの三点セットにモデルチェンジしている。それでもまだ、去年まで制服だったセーラー服を着用する上級生がいる」

「おまえ、化け物の噂は本当だろうな。嘘うそだったら、あとで張はり倒たおすぞ」

「イケメン、嘘をつかない」

「おまえはしょっちゅう嘘をつくから心配なんだよ！」

　レオナルドが、しぃ～～っと口に指を当てた。二人とも、背を縮めて辺りを窺うかがう。

「右よし。左よし。トイレよし」

「本当に誰だれもいないのか？」

「誰も入っていない。決めるなら今だ」

「何を決めるんだよ」

　レオナルドはまた、にやりと笑った。夢人は不安な顔を向けた。

「やっぱおまえが行かねえ？　おまえなら、万が一見つかっても平気だろ」

「女子トイレに入る男など、男ではない。二重否定」

「二重否定じゃないだろ」

「ジャンケンで負けたのは君だ」

　ぐっ、と夢人はうなった。

　そうなのだ。どっちが行くかで、負けたのは自分なのだ。

「早く行かないと女子が来るぞ。それもまた酒しゆ池ち肉にく林りんだが――」

「血祭りの間ま違ちがいだろ」

「善とトイレは急げだ、友よ」

　レオナルドに急せかされて、夢人は女子トイレに向かって歩き出した。スカートを穿くのは初めてだ。脚がスースーする。妙に無防備で心もとない。

　振ふり返かえると、レオナルドが行けと手で合図した。きっとテレビのバラエティ番組でも眺ながめている気分なのだろう。夢人の方は、たまったものではない。

　入り口に近づくにつれて、心臓がバクバク鳴り出した。

　女子トイレは、もちろん未体験ゾーンだった。男子にとっては不ふ可か侵しん宙ちゆう域いきである。侵入しているところを見つかれば、永遠にエロキャラ扱あつかいされてしまう。いや、それで済めばいい方だ。退学処分もありうる。

（くっそ～、なんでおれ、こんなことしてんだよ）

　レオナルドにうまく乗せられてしまったような気がしないわけでもない。もしかすると、魔物なんていないのかもしれない。

　だが、夢人自身も幽霊の噂うわさは聞いているだけに、完全に否定できない。清条院学院で幽霊の噂が立っているのは、目の前の女子トイレだけ。調べるというのは、道理に合っている。納得がいかないのは、調べるのが自分ということだけだ。

　ついに夢人は、女子トイレの前に立った。

　ピンク色のタイルがちらりと目に飛び込み、夢人は唾つばを呑のんだ。

（思い切り緊きん張ちようする～っ！）

　人には言っていけないことがあると叫んだのは、Ｚガンダムの主人公カミーユ・ビダンだが、人には、いくつか踏ふみ込んではいけない道もある。

　恐らく、この先がそうに違ちがいない。

　自分はきっと犯罪の世界に踏み込もうとしているのだ。しかし、魔物を見つけ出さねば、自分が異形になってしまう。

（頼たのむから、誰もいるな！）

　夢人は、思い切って女子トイレに忍び込んだ。

　ブルー一色の男子トイレと違って、やわらかなピンク色に塗ぬり込められたタイルが、夢人を出で迎むかえた。手を洗う洗面台の上の鏡も、心なしか大きく見える。おまけに、男子が小用をするための便器が、一いつ切さいない。

　男子トイレの寒々とした感じに比べて、ずいぶんと明るい。それがよけいに心臓をドキドキさせる。血圧は最高潮だ。

（と、とにかく早く済まさなきゃ）

　個室は三つ並んでいた。

　どの扉も、少し開いている。つまり、誰もいないということだ。緊張する頭の中に、００７のテーマが鳴りはじめた。

「あの～、魔物さんはいますか～？」

　小さな声で尋たずねながら、夢人はまず一つめ――手前の個室の扉を開いた。

　無人だった。

　様式の便器が無言で佇たたずんでいるだけである。

（一つめ、クリアー）

　夢人は隣の個室に移った。

「あの～、魔物さん、いますか～？」

　次の扉も開いてみる。

　――無人。

（二つめ、クリアー！）

　残るは最さい奥おうだ。幽霊が出るという噂のところである。

（ほんとにいたら、どうしよう）

　一いつ瞬しゆん、夢人は躊ちゆう躇ちよした。

　魔物って、どんなやつなんだろ。

　乳はあるのだろうが、蛇へびの頭とう髪はつをしたゴルゴンみたいに、見た瞬間岩になるやつだったらどうしよう。あるいは、円まる山やま応おう挙きよが描いたような幽霊だったら……？

　扉に手をかけると、そこだけ、ギィィと音を立てた。思わず、竦すくみあがる。一日、寿じゆ命みようが縮まったかもしれない。

（お、脅おどかすなよ……）

　恐こわ々ごわと扉を押おす。

「あの～、いたら返事してくださ～い、人間にしてあげますよ～」

　顔を突っ込んでみた。

　――拍ひよう子し抜ぬけした。

　誰もいなかった。

　幽霊も、悪魔も。窓ガラスから光が射し込んでいて、明るい。とても魔物がいるような雰囲気ではない。

（ガセかよ）

　戻ろうと扉から顔を抜ぬいた夢人の目に、女子トイレの入り口に立つ女の姿が飛び込んできた。

　激げき震しんが走った。

　一人の女子が、用を足しに入ってきたのだ。しかも、その相手は――小学校からの知り合い、桐き生りゆう理り沙さだった。

（げ、げぇ～～っ！　なんで理沙が!?　今、授業中だろ!?）

　理沙の目が、夢人の方を向いた。

（やばっ！）

　慌あわてて反転して、奥の個室に駆かけ込んだ。鍵かぎを締しめたものの、心臓はバクバク鳴っていた。腕うでが、ふるえている。任務はほぼ完かん了りようしていたのに、最後の行動――女子トイレから脱出する前で見つかってしまったのだ。

　便座に腰こしを下ろしても、夢人の心臓は破は裂れつしそうになっていた。

（なんで理沙が入ってくるんだよ……！）

　思わず悪運を呪のろいたくなった。が、呪っても道は開けない。不平も呪じゆ詛そも、未来は切り開かないし、現実を解決はしない。

　とにかく、脱だつ出しゆつだった。

　理沙が自分に気づいたのかどうかはわからない。たぶん、気づいていないと思うが、はっきりしたことは言えない。

　もし見つかれば、何を言われるかわかったものではない。かつらをかぶってセーラー服を着ている姿を見られて、何一つ得なことはない。

　とにかく逃にげなきゃ。

　夢人は、レオナルドにケータイメールを打った。

《ピンチ。理沙が入ってきた》

　すぐ返事が戻ってきた。

《自力で撃げき退たいせよ。どうぞ》

　夢人もケータイメールを打ち返す。

《できるか！　どうぞ》

《我が力ではどうにもならぬ。どうぞ》

《外で騒げ。どうぞ》

《恥はずかしいから遠えん慮りよする。どうぞ》

《見捨てるのか。どうぞ》

《戦いは引ひき際ぎわが肝かん心じん。どうぞ》

（レオナルド～～ッ！）

　思わず立ち上がった夢人に、隣の扉が閉まる音が聞こえた。理沙が隣の個室に入ったのだ。

　チャンス到とう来らい！

（逃げるなら、今だ！）

　扉に手をかけた夢人に、

「何やってんだよ」

　天てん井じようから声が降ふってきた。飛び退いた拍ひよう子しに、個室の壁かべに身体をぶつけて夢人は呻いた。

　理沙が、よじ登って覗のぞき込んでいた。

　やはり、バレていたのだ。とっさに顔を背そむけたものの、その時点で夢人だと気づかれていたらしい。

　よじ登って仕切りの壁に身体を預けているせいで、胸が押しあげられて迫せり出していた。乳ち房ぶさが躍おどるように突つき出して、大きくふくらんでいる。

（む……胸でかっ……）

　じぃっと、理沙が夢人の服を見た。
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（見られてる!?）

　ぷっと思い切り吹いた。

「似合わねえ」

「うるせぇ！」

「悪あく趣しゆ味みだな」

「好きでこんなことをするか！」

「覗きか？」

「違う！」

「じゃあ、盗とう撮さつだろ。そんな格好をして、カメラか何かでもしかけるつもりなんだろ」

「カメラなんかあるか！　魔物を捜してんだよ！」

「はぁ？　魔物？」

「早く見つけないと、おれが魔物になるんだ」

「何わけのわからないことを言ってんだよ。盗撮がバレたから、変なことを言って逃げようとしてるんだろ」

　理沙が片足をかけた。ちらっと純白のショーツが見えた。

（パンチラ――）

　目を奪うばわれたところで、理沙は一気に夢人のブースに飛び下りた。

「うわっ、おまえ狭せまいっ」

「いっしょに校長室に行ってやろうか」

「馬ば鹿か、やめろ」

「それとも、大声をあげてやろうか」

「本当に魔物を捜してんだよ、乳輪教会の天使様が、魔物を捜せって――」

　理沙が夢人の口を塞ふさいだ。

　もごもごと唸うなる中、靴くつ音おとが二つ、響ひびいた。また女子が入ってきたのだ。

　女の子たちが個室には近づく気配はなかった。化け粧しよう直しに来たようだ。恐らく大きな鏡の前にいるのだろう。

「やっぱりレオナルド様ってかっこいいよね」

「でも、巨乳しかだめだってよ」

「わたしも巨乳だったらなあ」

　二人とも知らない声だった。たぶん、違うクラスの子だろう。

「どうやったら胸って大きくなんの？」

「さわってもらったらじゃねえ？」

「ああん、レオナルド様にさわってほしい～♪」

「それができたら困らねえって」

「確かに」

　男も女も、異性の存在がいないとルーズな方向に向かう。特に女しかいない場合、女の子の口調はダーティになる。

　夢人は息をひそめていた。

　理沙も、同じように息をひそめている。

　狭いトイレの個室にいるせいで、二人の身体は触ふれんばかりに接近していた。理沙の身体の、甘あまいなんとも言えない香かおりが漂ただよってくる。ブラウスをたくましく突きあげた大きな胸のふくらみは、もう少しで夢人に触れそうだ。

　思わず、ちらりと見てしまった。

　胸の谷間こそ見えないが、あまりの胸のボリュームにボタンが引っ張られて、合わせの間から白い肌とブラジャーが覗いている。

（でっかぁ……！）

　思ったら、股こ間かんで反応が起きた。ズボンの中でむくむくと自己主張をする。夢人は焦あせった。幼なじみに欲情している場合ではない。

「ツテで紹しよう介かいしてもらえないかな。レオナルド様に、男の友達とかいないの？」

「綺き羅ら星ぼしって変なやつがいるけど」

「ああ、あれ。全然星に見えないやつでしょ」

「中学時代のあだ名は隕いん石せきだって」

「隕石、ウケる」

　女子生徒が笑いだし、夢人はトイレの個室で拳こぶしを握にぎり締めた。

（くそ、勝手なことを言いやがって）

　苗みよう字じのことでからかわれるのは、一度や二度ではない。同級生が綺羅星という言葉を知らなかった頃ころはよかったが、小学校の中学年以降は、ずっとからかいの種にされている。

　中学に入ってからは、もっとひどかった。綺羅星というわりには屑くず星ぼしだとか隕石だとか、何度もからかわれた。二人の姉が雪山で行方ゆくえ不明になったあとだったから、よけいにきつかったのを覚えている。

「レオナルド様と、中学のときいっしょだったらなあ」

　一人の声に、

「変わんないと思うけど」

　友達が冷静に答える。

「けど、知らない頃のレオナルド様がいるなんて、悔くやしいじゃない」

「昔はおとなしかったらしいよ」

「ふ～ん。同じ中学だったやつ、いるの？」

「桐生って不良いるじゃん」

「ああ、あれ」

　肌の触れそうな距きよ離りで、びくっと理沙が動いた。本人がいるとも知らずに、二人の女子生徒が理沙の噂うわさ話ばなしをしている。

「あいつ、レオナルド様嫌いらしいよ」

「何、それ」

「中学ンとき、ばりばり不良やってたって」

「今も不良じゃん」

「あいつ、邪じや魔まだよね」

「うざい。いつも人のこと睨んでさ、何気取ってんだか」

「格かく闘とう技ぎやってるらしいよ」

「怖ぁっ。彼かれ氏しいるの？」

「いるわけねえじゃん」

「けど、胸はレオナルド様の好みでしょ」

「だからむかつくの。無駄に胸がでかくてさ」

「けど、レオナルド様と修学旅行行ってないんだって。いい気味」

　理沙の身体に殺気が走った。が――扉に手をかけたのは、理沙ではなかった。勢いよくドアを開けたのは、夢人の方だった。個室から飛び出して仁に王おう立ちで睨むと、夢人は女子生徒を怒ど鳴なりつけた。

「理沙の悪口を言うなっ！」

　二人は息を呑んだ。

　理沙の関係者がいたからではない。そこに、男が隠かくれていたからだ。それも、セーラー服で女装した男が――。

　次にあがったのは、最大ボリュームの黄色い声だった。

「きゃ～～～～～～～～～～っ！　痴ち漢かん～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　夢人は慌てた。

　自分が女装していることを――そして、女子トイレにいることを忘れていたのだ。

（やべぇ！）

　夢人は、女子二人の脇わきを抜けて女子トイレを飛び出した。二人が、トイレから顔を出して叫さけぶ。

「誰かつかまえて！　痴漢！　二年Ｆ組の綺羅星！」

（ひええっ！）

　走るその先に、レオナルドがいた。

「レオナルド様、その痴漢をつかまえて～～～っ！」

　レオナルドの足が伸びた。

（え？）

　悪友が引っかけたと気づいたのは、すっ転んでからだ。背中から倒たおれ落ちたところへ、女子が駆け寄よった。

「この変態！」

「覗き！」

「強ごう姦かん魔ま！」

「強ごう姦かんしてねえだろ！」

　抗こう議ぎする夢人に二人が手を振り上あげる。その手を――理沙がつかんでいた。

　二人の女はぎょっとした。

「な、何すんのよ！」

「わたしの悪口を言ったやつは、誰だ？」

　低い迫はく力りよくのある声に、二人はひっと悲鳴をもらした。

「無む駄だに胸がでかくて悪かったな」

「ひぃぃっ！」

　恐きよう怖ふの叫び声ごえがあがった。

　理沙が手を離はなすと、二人は悲鳴をあげて走っていった。理沙がレオナルドに顔を向けると、レオナルドも一目散にダッシュしていった。

　助けられた……ことになるのだろうか。

「どじ。自分から出ていくやつがあるかよ」

「つい」

　夢人が苦く笑しようすると、理沙は手をさしのべた。つかんで起き上がる。

　怖こわい女一いつ匹ぴき狼おおかみでも、手はやわらかかった。女の子の手だ。

　そして、その胸も――。

　理沙の目が、まっすぐ夢人を見ていた。視線が上から下へ、下から上へ、往復する。

　ぶっ、と理沙が吹ふいた。

「似合わねえ」

「やかましい！」




　数分後、二人は理科準備室にいた。夢人は学生服に着き替がえて、天使の話を終えたところだった。

「天使は、この学校に魔ま物ものがいるって言ったのか？」

「ああ」

「そ、そうか……」

　理沙はうつむいた。雫しずく型のイヤリングが揺ゆれる。

「おれ、そいつの胸、さわらなきゃいけないんだ。さわって人間に変えなきゃいけないんだ」

「本当に……人間にできるのか？」

「わかんない。やったことないし。やっても、ただ引っぱたかれそうな気がするけど。魔物が相手だと痛いだろうな……っていうか、死ぬかな」

　理沙は答えなかった。耳の紅あかいイヤリングに手を触れただけだった。

「どんなやつが魔物かな？」

「そんなの、自分で考えろよ」

「そうなんだけどな、おまえにも聞いてみようかなと思って。どこにいるのかな、魔物」

「さ、さあ」

「どんな格好してるんだろ」

「い、意外と、人間の姿をしてるんじゃないのか」

「厄やつ介かいだなあ。それだと、誰が魔物かさっぱりわかんないな」

　理沙が視線を外す。

「おまえが魔物だったら、さわらせてくれる？」

「殺すぞ」

「やっぱり。おまえが魔物だったら、よかったのになあ。そしたら一瞬で解決……なわけないか」

「済んだのなら、もう帰るぞ」

「あのさ」

　背中を向けた理沙に、夢人は声をかけた。

「もし魔物が見つかったら教えてよ」

　理沙は答えずに理科準備室を出ていった。
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　六時間めが始まる前――。

　二年Ｆ組の教室では、レオナルドが女の子に取り囲まれていた。レオナルド様ぁ、と女の子たちが甘い声を発している。まるで発情した雌めすネコみたいだ。体重百二十キロの巨きよ漢かんも、密ひそかにレオナルドを見ている。

　海かい堂どうという名の女である。怪かい物ぶつと言った方が近いが、どうやらレオナルドに片思いしているらしい。

　窓側の最さい後こう尾びの席では、理沙がイヤリングを撫なでながら切れ長の目を窓の外に向けていた。ブラウスに包まれた胸が、相変わらず高く突き出している。

　教室を見まわして、朝出会った二人組が自分のクラスじゃなくてよかったと夢人は思った。でなければ、今いま頃ごろ大変なことになっている。

　が、女はおしゃべりなもの。いずれ自分の噂は広がるだろう。女装や男装など異性装をする人をトランスヴェスタイトと言うが、夢人服装倒とう錯さく者しや説は、近いうちに広まるに違いない。

　授業開始のベルが鳴っていた。

　入り口から入ってきたのは、ストレートのミディアムヘアの女性――担任の眼鏡教師・水みず野の雪ゆき絵えだった。縦筋ピンタツクの入ったブラウスの胸が、はちきれそうにパンパンにふくらんでいる。理沙といい勝負だ。

（相変わらずでっかいなあ……）

　眺めていると、ケータイが振しん動どうした。レオナルドからのメールだった。

《やはり魔物はいなかったか》

《卑ひ怯きよう者ものはいたがな》

　メールを打ち返すと、

《体育館の女子更こう衣い室しつにも、幽ゆう霊れいがいるという話を聞いたことがある》

《その手には乗らんぞ》

《では、こういうのはどうだ。誰もいないのを見計らって、ぼくが君を女子更衣室に投げ入れる。そうすれば不ふ可か抗こう力りよくで言い訳ができる》

《できるか！　おまえが捜さがせ！》

《イケメンのぼくがそんなことをして、人生に傷がついては大変だ》

《おれの人生だって傷つくだろ！》

　ことごとく卑ひ怯きようなやつである。どうしてこんなやつと友達なのか、自分でもよくわからない。

《方法を変えた方がいいのかもしれん》

《協力しないぞ》

《場所ではなく、人を捜してみるというのはどうだ？》

《天使は、学校にいるって言ったろ》

《二人いると言っていた。二匹ひきとは言わなかった》

《だから？》

《もし魔物が魔物の姿のままならば、二匹と言っているのではないのか？》

　夢人は思わず考え込んだ。

《言い間違えただけなんじゃないのか？》

《二人というのは、人間の数え方だ。魔物は人間に化け身しんしているのやもしれぬ。魔物が魔物の形をしていては、そもそも乳が揉もめぬではないか》

　夢人はうなってしまった。

　確かに、その通りだ。

　魔物が異形をしていては、乳が揉めぬ。人間に姿が近くなければ、胸を揉むことは不可能だ。

　そういえば、理沙も言っていた。意外と人間の姿をしているんじゃないか、と。

《かくなる上は、各個撃げき破はと行こう》

《うちの学校に何人女がいると思ってんだよ。五百人だぞ？》

《ぼくの勘かんでは、うちのクラスにいる》

　夢人は教室を見まわした。

　女の子たちはケータイを覗いたり、居い眠ねむりしたりしている。

　夢人は一人一人、視線を注いだ。

　――わからない。

　そもそもわかるはずがないのだ。

　尻尾しつぽや角が生えているのなら簡単に突き止とめられるのだろうが、そんなやつは学園にだっていない。いたら、とっくの昔に話題になっている。

《おまえ、適当に言ってるだろ》

《ぼくには心当たりがある》

《誰だれ？》

《教えない。しかし、魔物ならば、人間に化身していても化け物の雰ふん囲い気きはあるはず》

　化け物の雰囲気――。

《ぼくが思うに、巨乳》

《また煩ぼん悩のうでものを言ってるな》

《魔物とは妖よう美びなる生き物。それが人間に化身したところで、妖美さは抜けぬ。魅み力りよく的てきでない魔物など、魔物ではない。二重否定》

　二重否定は余計だったが、説得力のある考えだった。

　確かに、魔物といえば妖美。妖美といえば、グラマー。グラマーといえば、巨乳。巨乳といえば――。

　一年生のときに同じクラスだった水泳部員が思おもい浮うかんだ。部員の中でただ一人巨乳だった気がするが、彼かの女じよということはあるまい。他には――。

　夢人は、水野雪絵の巨乳に目をやった。

　白いブラウスから、ブラジャーが浮かび上がっている。張りがあって、さわったら気持ちよさそうだ。

（いやいや、気持ちいいとかじゃなくて）

　夢人は薄うす目めで担任を見てみた。

　怪あやしいオーラでも見えないかと思ったのだが、やはり見えない。

（先生が魔物なのかな？）

　違うような気がする。先生、真ま面じ目めな感じだし。

　しかし、魔物とは、むしろ清せい楚そに見える姿に化身するのではなかろうか？　自分の素す性じようがバレぬように、違う属性に変身している可能性はある。

（となると、やっぱり先生……？）

　起立、と学級委員が声をあげる。礼のあと、

「綺羅星君は、すぐ、職員室に来るように」

　呼び出されてしまった。

「用件はわかりますね」

　もちろん、わからない。

（メールやってたの、バレたのかな）

　夢人は、水野先生のあとにつづいた。怒おこっているのか、雪絵は急ぎ足で歩いていく。白いブラウスの下から白いブラの背中のバンドが見えるのが、色っぽい。

（思い切って後ろからさわってみたら、わかるかな）

　いや。

　むしろ、人生の厳しさを知ることになるだろう。仮に魔物だったとしても、素す直なおに胸をさわらせてくれるかどうかはわからない。

　雪絵が職員室に入った。進路相談室の鍵をもらって、職員室を突っ切きっていく。

「こっちに来なさい」

　冷たく言った。

　どうも怒っているらしい。進路相談室に入ると、

「どうして先生が呼んだか、わかるよね」

　着席するなり、いきなり言われた。

「女装して女子トイレに入ったって噂うわさがあるんだけど」

（げぇっ！　そのことだったか！）

　まさか、そんなに早く伝わっていたとは。

　きっと言いふらしたのはあの二人に違いない。もう先生に伝わっていたのか。

「正直に言いなさい。噂は本当？　どうしてそんなことをしたの!?」

　夢人は少し考えて口を開いた。

「実は――」




　話し終えると、腕うで組ぐみをした雪絵の眉まゆがぴくぴく動いていた。残念なことに、乳房はぷるぷるしていない。

「綺羅星君、いつから文芸部になったわけ？　ずいぶんと壮大なお話ね」

「いえ、本当なんです。天使様が――」

「呪いなんかあるはずないでしょ」

「あるから困ってるんです！」

　雪絵は片手で眼鏡のフレームをつまみあげた。

「それで、先生に何をしてほしいわけ？」

「魔物って、どんなやつでしょう？」

「知りませんっ」

「先生とかじゃないですよね」

「失礼な」

「あの、もし魔物だったとしたら、隠さないでください。おれ、本当に人間にできるんです」

「何の新興宗教？」

「ほんの少しで済みますから。もし先生が化け物だったら、胸をさわらせてください」

　甲かん高だかい音が頬ほおで鳴っていた。夢人は椅い子すにすわったまま、よろめいた。

「今日、職員会議にかけますから、覚かく悟ごしていなさい」

「先生、本当なんです、待って！」

　担任が立ち上がり、夢人は追いかけた。その足がもつれた。前に待つのは、先生の背中だった。

（ぶつかる！）

　身体をひねった先に、先生が移動し、くるっと振ふり返かえった。バランスをとろうとした手が、先生の身体に当たった。

　むにゅっ♡

　なんとも心ここ地ちよい弾だん力りよくだった。

　やわらかく、瑞みず々みずしい肉のかたまりが、手の下でたっぷりひしゃげている。指が、ブラウスの上からめり込んで、爪つめの先がうずもれている。

（げぇっ……先生の胸、さわっちゃった……!!）

「ひっ！」

　担任の髪かみが逆立った。怒ど髪はつ天を衝つくという言葉が浮かんだのは、ビンタを食くらってからだ。夢人の頭の中で、星が散った。
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　綺羅星夢人がビンタを食らっている頃、どこで手に入れたのか知らぬ薔ば薇らの花を銜くわえて、在あり原はらレオナルドは三年Ａ組の教室の前で待ち構えていた。

　お目当ての人は、豊ほう條じよう真ま由ゆ香か――入学以来、レオナルドがずっと片思いをつづけている人である。一年前にもさんざんアプローチをかけたのだが、思いは叶かなわなかった。彼女の弟の豊條宗むね人とと身体が入れ代わって美お味いしい思いもしたが、振られつづけている。

　魔物といえば、きっと美人に違ちがいないとレオナルドは考えていた。魔物にエロスと美はつきものである。昔話の世界では、そう相場が決まっている。

　魔物は美しい。そして、色っぽい。色っぽいといえば、巨乳。巨乳で美人といえば、彼女しかいない。

（フッ。さすがぼくだ。一発で魔物を看破してしまうとは……自分の才能が怖い。ククク）

　一人悦えつに入いっていると、誰かが立ち止まった。警けい戒かいした顔は、お目当ての豊條真由香のものだった。

「何しに来たのよ」

「実はお願いがあって来たのです」

「聴きかないわよ」

「あなたは魔物ですね」

　真由香の顔色が変わっていた。

（フフ。やはり睨にらんだ通りだ）

「あなたが魔物でありながら人間に化身していることは、このぼくにはわかっているのです。天使様も見み抜ぬいていました」

「天使様？　何言ってんの？」

「隠さなくても結構です。誰にも言いません。その代わり、ぼくをお救いください」

「はぁ？」

「その乳を揉ま――」

　両手を伸のばしたレオナルドの脳天に、空手チョップが突き刺ささった。最後まで台詞せりふを言う前に、レオナルドはその場に卒倒していた。
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　赤く片頬を腫はらせたまま、夢人は二年Ｆ組の教室で黒板を眺ながめていた。

　担任には放課後、再び来るように言われてしまった。きっと長い説教を喰くらうのだろう。もしかして、学内猥わい褻せつ行こう為いとか言って、退学処分にされるのだろうか？　あのくそオヤジも呼び出されるのかもしれない。

　最悪だ、と夢人は思った。あのオヤジは、風ふう俗ぞくで巨乳の子といちゃつくのだけが楽しみなのだ。そんなことだから、愛あい想そを尽つかして母さんも出ていったのだろうが――。

　ともかく、先生が魔物でないことだけはわかった。ただ、代だい償しようは大きかった。下手をすれば、一週間停学処分にされるかもしれない。

（魔物って、どんなやつなんだろう）

　夢人は改めて考えなおしてみた。

　いくら人間に化身していても、やはり常人とは違う雰囲気があるのではないか。いかにも魔ま的な感じや近寄りがたい感じがあるのではないか。

　現実でも魔物っぽいやつといえば、どんなやつだろう？

　ゆっくりとめぐらしていった視線が、一人の背中で止まっていた。クラス一番のデブの背中だった。

　体重は百二十キロ。

　相撲すもう部ぶにでも行った方がよさそうな巨漢である。若い男性アイドルグループのファンらしい。一応巨乳の部類に属するが、マニア的には正確にはプランパーである。つまり、デブ巨乳だ。世の中にはデブ専というのがあって、凄すごい体重の女性に萌もえる趣しゆ味みがあるらしいが、夢人には永遠に理解不能の世界である。

《魔物ならば、人間に化身していても化け物の雰囲気はあるはず》

　レオナルドの言葉が蘇よみがえ　った。

（化け物の雰囲気か……確かに、化け物だ）

　言いえて妙みようである。

（まさか……こいつが？）

　疑えば疑うほど、この女が魔物ではないかという気がしはじめた。

　百二十キロの巨漢といい、あまり他人に対して配はい慮りよしない性格といい、まさに化け物だ。魔物は妖よう怪かいに近いのかもしれない。

　しかし――。

（こんなやつのはずがない。第一、こいつだったとしても、胸はさわりたくない……）

　夢人は視線を退けた。

　が――もしもということもある。そして今は、とにかく『もしも』を試ためさなければならないときなのだ。

（聞いて……みるか？）

　夢人は首を振った。

　目的を叶えるためなら何でもＯＫというのは、よくない気がする。目的は手段を正当化するというが、正当化してはいけない手段だってあるのだ。そして、恐おそらく、自分の場合、海堂がそうなのだ。

　海堂は外そう。それで海堂が本物の魔物だったとしても、それでいい。




　が――まったく同じ時間帯、違う結論にたどり着こうとしている男がいた。

　レオナルドである。

（ううむ……絶対真由香様が魔物だと思ったのだが……）

　頭にでっかいたんこぶをこしらえたまま、レオナルドは六時間めの数学ⅡＢの授業を聞いていた。

　右みぎ斜ななめ前の綺羅星夢人は、何やら首を振っている。恐らく、誰が候補かわからないのだろう。

（愚おろか者ものめ）

　レオナルドは嘲ちよう笑しようした。だが、他人を嘲あざ笑わらっている場合ではなかった。

　絶対魔ま物ものだと考えていた真由香は、どうやら魔物ではなかったらしい。目を覚ましてから、「真由香様、みんなの前でばらしますよ！　真由香様は、魔物だ～っ！」と叫んでみたのだが、真由香は白い目で睨むばかりだった。

（では、清条院静しず姫きであろうか？）

　レオナルドは、バスト一メートルオーバーの爆乳生徒会長を思い浮かべた。静姫は、真由香の弟と付き合っている。

（違うな。あの平へい凡ぼんな男が魔物と付き合えるはずがない）

　レオナルドは首を振った。

　もう一度、候補を絞しぼり出だす必要がありそうだ。

　魔物が巨乳というのは、恐らく当たっているだろう。天使が胸を揉めと言ったということは、相手に揉めるだけの胸があるということだ。貧乳は魔物ではないし、自分の好みでもない。

（となると、手て当あたり次し第だいに巨乳ちゃんを揉むか……？）

　いや。

　それはまずい。

　ただでさえ、この学園には自分のファンが多いのだ。揉みまくって、全員に交際を申し込まれては大変なことになってしまう。

（魔物で巨乳となると――）

　化けそうな姿を、レオナルドは考えてみた。

　ひとつはかわいい小こ悪あく魔まタイプ。これはありそうな話だ。レオナルドが知る限り、夢人の従妹いとこ、綺羅星結ゆ奈なが該がい当とうする。

　もうひとつは、近寄りがたいタイプ。

　精神分ぶん析せき学者フロイトが唱えた死の衝しよう動どうのことを、タナトスという。生＝性の衝動が、エロスである。昔からエロスとタナトスとは仲がよい。エログロはその典型例である。

　となれば。

　魔物が化けるタイプといえば、エロスとタナトスの混合形――すなわち、少し強こわ面もての戦せん闘とう美少女ではないか。

（そんな女など――）

　窓の方にやったレオナルドの目が、止まっていた。

　――いた。

　それも同じクラスに。

　桐生理沙――夢人の幼なじみである。

　中学時代の武勇伝は、レオナルドも知っている。エロさと凶きよう暴ぼうさを併あわせ持もつ女――まさに魔物そのものではないか。

　夢人に魔物は同じクラスにいると嘘うそをついたのは、真由香様から遠ざけるためだ。しかし、自分は思いがけず真実を口にしてしまっていたらしい。

　だが、相手は自分に惚ほれていない女。

　惚れているなら、適当なことを言って胸をさわることもできようが、桐生理沙は危険すぎる。

　正面からの突とつ破ぱも不可能。

　かといって、都合のよい惚れ薬もない。

（ぼくは自分の身体がかわいい）

　レオナルドは回かい避ひを決めて、再び思考をつづけた。

　あと、魔物といえば――。

　そう。文字通り巨漢で見るからに魔物のタイプ。たとえば――。

　視線が、海堂の背中にぶつかっていた。

　またしても、同じクラスにいた。我わが二年Ｆ組は、魔物の宝庫ではないか。こいつなら、確かに魔物だ。見るからに魔物の貫禄がそなわっている。

　しかし――いくら魔物とはいえ、こんなやつの胸をさわるのか。

　いやだ。

　確かにこの女は自分に惚れている。真実を話せば、簡単に胸をさわらせてくれるかもしれない。

　一番怖いのは、「結けつ婚こんしてくれるのね」と思い切り勘かん違ちがいされることだ。もっと勘違いされて積極的に迫せまられて押おし倒されたら、逃にげる術がない。

　が――。

　鏡に映った文字とウンコ模様を思い出して、レオナルドはふるえた。

　目的はすべてを正当化する。

　桐生理沙の胸をさわることは不可能だが、海堂ならば可能だ。ここは一刻も早く天使の手の恐怖から逃のがれて自由になってしまおう。

　デブとはいえ巨乳。目をつぶって十六回揉めば、自分は自由になれるのだ。目的のためには、どんな卑怯な手段も正当化されるのだ。




　放課後、レオナルドは話があると言って海堂を人ひと気けのない理科室の前へ連れ出した。海堂は、見るからにルンルンしていた。大好きなレオナルドと二人きりになれたのだ。

（や、やはり間ま違ちがいであったか……）

　思ったが、もう遅おそい。

「も、もしかして、こ、告白かな？　うふうふ」

　寒気が走った。

　外見の美しい人間がロマンティストなわけではない。むしろ逆の方がロマンティストである。

　百二十キロの巨漢を前にして、レオナルドは迷った。

　目の前の女は、見た目は化け物である。しかし、自分が捜している魔物ではないのではないか、という予感がする。万が一この女が魔物だったとしても、この女を人間にして何か変化があるのだろうか？　すでに生きている状態で魔物の人間に？

「レオナルド様。お話って何々？」

「じ、実は悩なやんでいるのだ」

「お悩み相談？」

「実は、ぼくは魔物を人間に変えられるのだ」

　海堂がきょとんとした表情を見せた。

（しくったか!?）

　一いつ瞬しゆん、不安がよぎる。しかし、言ってしまった以上、最後まで言うしかない。言わずに後こう悔かいするより、言って後悔しろだ。

「正直に告白してほしいのだが、もし君が化け物なら――」

「わたしが化け物ってかぁぁぁぁぁっ!!　いくらレオナルド様でも、その言葉は許せんっ!!」

　誤解した海堂が突とつ進しんしてきた。

　イノシシを連想したのは、突とつ撃げきされたあとのことである。宙を舞まった瞬しゆん間かん、すべてがスローモーションに見えた。

　廊ろう下かに倒たおれたレオナルドの上に、海堂が舞った。香港ほんこんのカンフー映画みたいに、デブ女は高らかに跳ちよう躍やくした。

　一瞬、その跳躍に、レオナルドは見とれてしまった。

（まるで映画のようではないか）

　と思ったのは束つかの間まである。次の瞬間、デブ女は、最強の重力を道連れに規定外の大きさのヒップから着地していた。

「ぐぇぇぇっ！」

　断だん末まつ魔まの叫び声が、廊下に響ひびいた。在原レオナルド、お花畑を見た瞬間であった。
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　清せい条じよう院いん学がく院いん高等部から駅までの通学路を、よたよたとふらついている男がいた。杖つえをつき、今にも転びそうになっている。

　杖を前にくり出し、小さな石ころにつまずいてひっくり返った。

「ぐぞぅ……」

　悔くやしそうに声をもらした。

　巨漢につぶされたばかりのレオナルドであった。制服は破れ、生き地じがすり切れて膝ひざ小こ僧ぞうが見えている。文字通り、ずたぼろだ。

　思い切り見けん当とう違ちがいであった。

　魔物は魔物の姿にあらず。目的は手段を正当化しない。高潔さは、最低限必要なのだ。

（となると、あの二人を狙ねらってみるか……？）

　いや。

　それはまずい。

　桐き生りゆう理り沙さも、綺き羅ら星ぼし結ゆ奈なも、ともに自分を嫌きらっている。ろくでもない目に遭あいそうな気がする。同じクラスにいるという考え自体が間違っていたのかもしれない。

　一人一人巨乳ちゃんを揉むしかないのだろうか。Ｅカップ以上の比率が仮に十五％だとして、ざっと七十名。

（ムフ。七十名もいるのか）

　顔がにやけたのは一瞬だった。揉むのはうれしいが、揉んだとたん、交際を迫られるのはいただけない。そんな面めん倒どうな関係は欲ほしくない。自分は真ま由ゆ香か様一筋なのだ――いや、その妹も捨てがたいが。

　それに、七十人揉んでいるうちに自分が痴ち漢かんという噂が広まるやもしれぬ。そうなっては、一巻の終わりだ。

（どうしたものか）

　レオナルドは、電柱に背を預けて、息をついた。

　朝から色々と試しているが、事実上の進展はない。これだと思ったものが、ことごとく空から振ぶりに終わっている。

　レオナルドは己おのれの手を見た。

　手のひらに、妙な模様が浮うかび上あがっていた。よく漫まん画がで見る、渦うず巻まき模様のウンコである。そのウンコ模様の中に、「＊」の印がある。顔の方は消えてくれたが、手の方は消えてくれない。

　屈くつ辱じよくであった。

　こんなものを女の子に見られたら、イケメン伝説が終わってしまう。

（なんとしても、魔物を捜し出して揉みまくらねば……）

　思ったところで、うるさい音楽が背後から近づいてきた。シャカシャカと盛大にイヤホンの音おと漏もれが聞こえてくる。

「君、うるさい――」

　注意しかけたレオナルドは、口をつぐんだ。

　イヤホンをかけてヒップホップらしき音楽を聞いていたのは、異形の者だった。

　鋭するどく尖とがった、巨きよ大だいな逆三角型の顔に、痩やせ細ほそった真っ黒の身体――。顔と全身のバランスが取れていない。耳も鼻も人間離ばなれした大きさで、痩そう身しんが際きわ立だっている。

　腕うでにも胸にも、ほとんど肉はついていない。骨が浮かび上がっている。まるでミイラがタキシードを着て歩いているような感じだ。レオナルドは寒けを覚えた。

「困ってるみたいだな」

　タキシード姿の怪かい物ぶつはレオナルドを見て、にやっと笑った。

「悪魔のメフィストフェレスっていうんだ。あとでメアド交こう換かんしようぜ」

「断る！　ぼくは女以外と知り合いになるつもりはない」

「天使の手にされて、困ってるんだろ？」

　立ち去ろうとしたレオナルドは、振り返っていた。メフィストフェレスと名乗る悪魔は、待っていたように狡こう猾かつな笑えみを煌きらめかせた。

「昨日、天使に変な呪のろいをかけられただろ」

「呪いのことを知っているのか？」

「魔ま物ものを捜さがしてるんだってな。苦労してるらしいじゃないか」

「誰か心当たりがあるのか？」

「今のままじゃ、間違いなく時間切れで魔物だな」

「何っ」

「魔物になったら、もう女どももおまえに黄色い声をあげなくなるだろうな。恐きよう怖ふの絶ぜつ叫きようはあげるかもしれねえがな」

「いやなことを言うやつめ」

「そりゃ、悪魔だからな」

　にやりと悪魔が笑う。

「が――場合によっちゃ、協力してやってもいいんだぜ。天使の呪いをなくしてやってもいい」

「できるのか!?」

「契けい約やくしてくれたらな」

「魂たましいを寄よ越こせというんだろ」

「魂なんかいらねえ。魔物が永遠に人間になれないようにしてくれりゃあいいのさ」

「そんなこと、できるものか」

「できるさ、悪魔の手に乗のり換かえりゃあな。おめえの手は、今、天使の手だ。持ち主にとっちゃ全然天使の手じゃねえがな。その手を悪魔の手に切り換えりゃあ、おめえは天使の呪いから逃れられる。その代わり、おめえには魔物を捜し出して、天使の手の持ち主より先に胸を揉みまくってほしいのさ」

「やることが同じ気がするのだが」

「魔物はな、悪魔の手に揉まれると永遠に人間になれなくなるのさ」

「おれにメリットはないな」

「女の胸を大きくできるって言ってもか？」

「大きく？」

　思わず、唾つばを飲み込んでいた。

「おめえ、オッパイ星人だろ。胸は小さいけど顔は好みって女、結構いるだろ。そいつの胸をもみもみすりゃ、自分の好きなサイズにバストアップだ」

「ほ、本当か？」

「おまけに傀儡くぐつにできる」

「傀儡？」

「乳ち首くびをちょちょんとつついて命令をすれば、その通り従うのさ。ハーレムもやり放題、いくら胸を揉んだって永遠の関係も迫られないって寸法さ」

「な、な、なんというけしからん、いや、魅み力りよく的てきな手だ……！」

「おまけに、天使の手は一度に一人の女しか揉めねえ。二人同時に揉むと、死んじまうからな。けど、悪魔の手は、同時に何人もみもみしようが、死んだりしねえ」

　なんというすばらしい手だ！

　レオナルドは思わず跳とび上がりそうになった。

「もちろん、悪いこともねえわけじゃねえ。天使の手の持ち主に先を越こされたら、ちっと髪かみ形がたが変わっちまうが、魔物になるってことはねえ。命の安全は保証されてるってことよ」

　レオナルドは考えた。

　これから魔物を捜すにあたって、一番の危険は、女に言い寄られることだったのだ。傀儡にできるのなら、交際を要求させず、都合のいいときに胸を揉むことができる。

　取引として、悪くはない。

　問題は、夢ゆめ人とだけだ。自分が悪魔の手を持つと、やつが敵ということになる。

　ぷっ。

　レオナルドは笑った。

　軽い軽い。

　あの男に負けるような馬ば鹿かがいるものか。

「魔物は二人だ。二人とも片づけてくれるっていうのなら、この子を紹しよう介かいしてやるぜ」

　悪魔は、一枚のプロマイドを渡わたした。受け取ったレオナルドは、鼻血を出しかけた。

　凄すさまじい美人であった。

　レオナルド好みのきつめの美人だ。真由香様もすっ飛ぶくらいの美人である。おまけに、凄い爆乳だ。

　自分に呪いをかけた天使と同じくらいの爆乳だ。Ｋカップ――いや、それ以上あるかもしれない。それでいて、まるでロケットみたいにほぼ垂直に突つき出している。

　揉みたい、とレオナルドは思った。こんなオッパイ、前からでも後ろからでも、さわりまくりたい。そして膝ひざ枕まくらを――！

　ツーと鼻血が垂れた。

「ベルゼバブ様っていうんだ。悪魔にはこんな子もいるんだぜ。おまえが悪魔の手を身に着けて、魔物の胸をさわってくれたら、紹介してやってもいいんだぜ」

「ほ、ほんとか？」

「ああ、本当よ」

「ぼ、ぼくは真由香様をあきらめた！　これからはこの悪魔様のために生きるぞ!!」

「それでこそ男だ！　あんた、いい人間になれるぜ」

　二人は汚きたない笑みを向け合った。

　それから、大口を開けて下品な哄こう笑しようをとどろかせた。
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　結奈には遅くなるから先に帰っていていいよとメールをしたのだが、返事は「待ってる」だった。
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　結奈は、自分を好きなのかもしれない。あるいは、まだ子供気分なのかもしれない。その境界線は、どこにあるのだろう？

　職員室に顔を出すと、雪ゆき絵え先生は夢人を宿直室に連れ込んだ。生徒指導室があるのに、なぜ、こんなところに連れてきたのだろう。

　用心深く鍵かぎをかけると、雪絵先生は、座ざ卓たくを挟はさんで夢人と向き合った。

　夢人は、眼鏡をかけた知的な美人顔に目をやった。つづいて、自動的に視線は下りて胸に向かった。

　――やっぱり、おっきい。

　って、見とれている場合じゃなかったんだ。

「あの、先生、お話って――」

「どこで見破ったの」

「へ？」

　いきなり質問されて、夢人は目が点になった。

「いつ見たの？　返答によっては、先生、考えるから」

「何のことでしょう？」

「だって、知ってるんでしょ？」

「何を？」

　ふいに雪絵先生が顔を横に向けた。耳が紅あかくなっている。

「だから……先生が魔物だったこと……」

　ま、魔物!?

　ビンゴ～～～～ッ！

　夢人は躍おどり上がりそうになった。

　でも、待てよという声がした。先生は、「魔物だった」って言わなかったか？

「あの……先生、魔物なんですか」

「前は」

「前ってことは、今は違うんですか？」

「人間にしてもらったの」

「え？」

「大学生のときに……。だから、教師になれたんだけど……」

　大学生といえば、もう数年前の話である。

「いつ見たの？　先生が大学生のとき？」

「いえ……おれ、見てないんです」

「そんな……!!」

　雪絵先生が明らかに怯ひるんだ。見ていたと思ったから告白したのに、という顔をしている。

「どうしよう……」

「いえ、おれ、誰だれにも言いませんから」

「そうはいかないわ。知られた以上、あなたの――」

　雪絵先生は、考え込んだ。

　それから突とつ然ぜん、きっと顔を向けた。

「な、何か？」

　座卓を移動し、夢人のすぐ隣となりに雪絵先生は迫った。思わず、後あと退ずさる。

「逃げないで」

「あ、あの……」

　まさか、おれ、押し倒される？

　あるいは関係を――って、何を考えてるんだ、おれは。

「ごめんなさい！」

　いきなり雪絵先生がぶんと胸を振った。わっと後ろに倒れるのと、胸が鼻先をかすめるのとは、同時だった。

「逃げないの！」

　倒れた夢人の上に、雪絵先生がのしかかってきた。

　夢人の胴どう体たいの両側に、雪絵先生が両手を突く。そして胸を揺ゆさぶってきた。慌あわてて、手で乳ち房ぶさを止めた。

「あんっ♪」

「せ、先生、な、何ですか!?」

「邪じや魔ましないで！　あなたの記き憶おくを消すの！」

「け、消すって！」

「オッパイビンタさせなさい！　秘密を知っている人間がいたら、大変なことになっちゃう！」

「おれ、本当に言いません、言いませんからっ！」

　雪絵先生の胸が夢人の顔面に迫った。夢人の両りよう腕うでを畳たたみに押しつけ、眼鏡の担任が大人のふくらみを押しつけてくる。横を向けた顔に、むっちりと双ふたつのふくらみがのしかかった。

（うわっ！　す、凄いボリューム……!!）

　雪絵がいきなり夢人の後頭部の後ろに手を滑すべり込ませて、乳房を押しつけてきた。やわらかい肉にく弾だんが、猛もう烈れつな勢いで顔面に押しつけられる。

（んぷぅ！　んぷぅぅ！　息が!!）

　まさか、担任の先生にオッパイを押しつけてもらえるなんて！

　うれしい！

　でも、苦しい！

　もしかして先生はおれを好き――いやいや、そうじゃない。記憶を消すためだ。でも、そんなことってできるのだろうか？

　まさか、窒ちつ息そく死しの婉えん曲きよく表現？

　だったら、逃げなきゃ。

　夢人はもがいた。

　押さえつけられていた腕を外して両側から先生の胸をわしづかみにする。

「あんっ♪」

　嬌なまめかしい声が響いた。

　先生が、エッチな声を出している！

　必死で両側から揉もみしだいたが、先生は喘あえぎながらさらに胸を揺さぶって窒ちつ息そくさせようとしてくる。

（ほ、本当に死ぬぅ……！）

　そう思ったところで閃ひらめいた。

　そうか。

　死んじゃえばいいんだ。

　夢人はぴくっとふるえて、突然動くのをやめた。死んだふりをしたのだ。

　十秒――。

　二十秒――。

　ようやく、雪絵が乳房を離はなした。気を失ったのかな、と本気で心配しているらしい。

「ごめんね。正気に戻もどったときには、記憶はなくなってるから」

　夢人がぱっちりと目を開けると、あっ、と先生が叫さけんだ。慌てて乳房を押しつけてきたが、待ち受けていたのは夢人の両手だった。

　夢人の手が、むっちりと乳房を揉みつかんでいた。結奈よりもやわらかいふくらみが、やさしく両手の中に広がっていく。すばらしいボリュームだ。

（わぁっ！　おっきい……！）

　年上の乳房には、年上の豊満さと快感がある。そして、とろけそうなやわらかさがある。

（先生の胸、気持ちいい……！）

「あんっ、は、離して、綺羅星くんっ！」

「離したら、またおれを窒息させるんでしょ？」

「だって、誰かに話されたら、あぁん！」

　もがく雪絵先生の胸を追いかけて、さらに揉みしだく。両手の中で、目まぐるしく乳のかたまりが変形していく。興奮して揉みまくっているうちに、ボタンが弾はじけ飛とんだ。

「あぁん……そんなところ、押したらだめぇ……」

　雪絵が悩ましい声をあげた。

　そんなところ？

　手を確かく認にんする。

　人差し指の下に、何かこりこりしたものがあった。とってもエッチな突とつ起きが、手のひらを突いている。

（う、うわぁっ！　ち、乳首だ!!）

「先生を……さわっても天使の手は消えないんだから……」

「先生、歳としいくつなんですか？」

「女の人に聞くの？」

　喘ぐ先生の胸を、さらに揉みしだく。

　二十回――三十回――。

　握あく力りよくに疲つかれを覚えるほどのボリュームだ。さわればさわるほど、虜とりこになりそうなやわらかさをしている。

　けれども――四十回を超こえても、先生に変化はなかった。

　先生の言う通り、元魔物だったのかもしれない。でも、今は魔物ではない。そして、元魔物をさわっても、天使の手は消えない。

「満足した？」

「先生、ごめん」

「先生こそ、引っぱたいてごめん。先生、動転しちゃって……いつ先生の秘密を知ったんだろうって」

「おれの記憶、消したかったら消していいよ」

　雪絵先生は首を振ふった。その拍ひよう子しに、ゆらゆらと乳房が夢人の上で揺れた。いやらしくてきれいだ、と夢人は思った。

「秘密を知っている人間がいるの、よくないんでしょ？」

「消したら、先生が魔物じゃなかったことも忘れちゃうわ。そしたら、また先生のところに来るかもしれない。綺羅星君が魔物になっちゃう」

「おれ、本当に魔物になっちゃうの？」

「期限までに魔物を人間に変えられなかったらね。五年前だったら、先生、いくらでもさわらせてあげたのに」

　馬鹿ね、と雪絵先生は自じ嘲ちようぎみにこぼした。そんなこと、よく考えたらわかるのにね。本当に先生、動転してたのね。

　消してくれてもよかったのに、と夢人は思った。

　雪絵先生は夢人の上から離れた。そして、元通り、座卓を挟んで夢人と向き直った。

「魔物って、最初は人間の形をしているのよ。生まれた頃ころは魔ま法ほうが効いていて、二十四時間、ずっと人間の姿でいられるの。でも、思春期を迎むかえて第二次性せい徴ちようが始まると、だんだん魔法が効かなくなってくるの。九時のシンデレラっていうのよ」

「九時のシンデレラ？」

「夜の九時になると、魔まの力が強くなって魔法が解けて、人間の姿から魔の姿になってしまうの。怒おこったときにも魔物の姿が出ちゃったりするのよ」

「先生もそうだったの？」

「ええ」

「今は？」

「今は違ちがうわ。二十四時間、人の姿でいられる。力はまだ少し残っていて、人間の記憶を消せたりするけど、基本的には人間よ。怒っても魔物にはならない。同族の匂においはわからなくなっちゃったけど……」

「誰が魔ま女じよかはわからないってこと？」

「魔女は魔物と違うのよ。魔女は人間。魔物は魔物。魔女は人間の姿に化ける必要がないけど、魔物は魔法で化けなきゃいけない。魔女は、特とく殊しゆな異能力を持った人間なの。ちょっと箒ほうきに乗って空を飛べたり、四大精霊を操あやつれたりするだけ」

「魔物は？」

「魔物は、元々は悪魔なのよ。人間になろうと思ってこの世に生まれてくるの。でも、人間になりきれなくて、魔法を使って人間の姿でいようとするの。そういう家いえ柄がらって、いくつかあるのよ」

「ふうん」

「わたしがアドバイスできるのはそれだけ。――あ、メフィストフェレスには気をつけて」

「メフィストフェレス？」

「悪魔の首領ベルゼバブの部下なの。凄く顔が大きくて、あごが尖ってて、身体がガリガリに痩せてるの。お風ふ呂ろが好きで、よく勝手に人のお風呂に入ったりしてるわ。天使の手の持ち主が現れると、悪魔の手に乗り換えないかって勧かん誘ゆうに来るの」

「おれのところにも来るってこと？」

「たぶん。きっとおいしい話を並べるはずよ。女の子を巨乳にできるとか、女の子の乳首を押したら自由に操り人にん形ぎようにできるからハーレムが実現できるとか」

「それって、天使にはできないの？」

「たぶん――。でも、傀儡にされた女の子の乳首を押したら、傀儡から解除できるって聞いたことがある」

　夢人は苦く笑しようした。無む茶ちや苦く茶ちやな話である。

「がんばってね」

「ありがとう」

　夢人は立ち上がり、鍵を外そうとして雪絵先生に顔を向けた。

「おれ、絶対先生の秘密、しゃべらないから」
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　結奈は図書室で待っていた。

　きっと夢人が雪絵先生に押し倒されて大変な――しかし、気持ちいい目に――遭あったことは思いも寄らないのだろう。

　これって、浮うわ気きなのかな、と夢人は考えた。付き合っているわけではないから浮気ではないのだろうが、結奈に悪い気がする。

　いっそのこと、天使の呪いのことを話してみようかと夢人は思った。話した方が楽になれるかもしれない。

　そう思ったものの、結局話はできなかった。自宅近くのくねくね曲がった道に着いた頃には、もう夕暮れが迫っていた。おれって小心者だなあと思いながらケータイを見ると、珍めずらしく理沙からメールが届いていた。

《手のひらの写真を寄越せ》

　寄越せって……まったく。

「何？」

　結奈が顔を寄せていた。

「手の写真送れってさ」

「手？」

　夢人は、わざと手の甲こうの写真を撮とった。それから、手のひらの写真を撮って、メールに添てん付ぷした。手の甲の写真は、夢人なりの冗じよう談だんである。

　返事はなかった。

　ケータイを閉じると、じぃっと結奈が夢人の手を見ていた。

「何？」

「な、なんでもない」

　慌てて顔を背そむける。

　綺羅星家の正門をくぐると、喧けん嘩かをしていた白い猫ねこと黒い猫の二匹ひきが、にゃ～っと甘あまえた声を出してすり寄ってきた。立ち止まった夢人の両足に身体をこすりつける。夢人が二匹の頭を撫なでると、目を細めた。

「お兄ちゃんの飼かい猫？」

「野の良ら猫ねこ」

　二匹の猫は、たっぷり甘えると正門を出ていった。なんだか、仲のいい姉妹みたいだ。

　いつ言おうかな、と夢人は思った。

　結奈は信じてくれるだろうか。

　たぶん。

　オヤジには？

　話した方がいいかもしれないし、話さない方がいいかもしれない。




　話を聞いた父親は大笑いしていた。そんなことがあるものかと、まるで取り合ってくれない。

「けど、顔だってレインボーになったんだぞ!?」

「もてるぞ」

「もてるかよ！」

　結局、酒の肴さかなにされただけだった。どうせ話すなら二人いっしょの方がいいかと思って夕食の席で告白してみたのだが、大失敗だったようだ。

　結奈も、愛あい想そ笑わらいのような笑みを浮うかべていた。そんな不思議なことがあるんだぁ、なんて相あい槌づちを打っていたところを見ると、信じていないのかもしれない。

　八時をすぎると、夢人は部屋を出て渡わた殿どのを歩いた。

　こんな日は、さっさとお風呂に入って寝ねてしまおう。とにかく、先生が魔物でないことだけはわかった。だとすれば、あとは――誰だろう？

　浴室の扉とびらを開けると、妙みようなものが浴よく槽そうに浸つかっていた。

　がりがりの黒い身体に異様に巨大な頭――その上に一人前に白いタオルをのっけている。

「わっ！　な、なんだ、おまえ！」

「いい湯だな。先にやらせてもらってるぜ」

「勝手に一番湯に入るな！」

「悪魔のメフィストフェレスっていうんだ。おめえ、困ってんだろ？　天使に言われて、魔物を捜さなきゃいけなくなったんだってな」

　夢人は沈ちん黙もくした。

　そうか。こいつが、雪絵先生が言ってたメフィストフェレスか。

　もっとびびっていいはずなのに、不思議と気分は落ち着いていた。雪絵先生から事前に情報をもらっていたからかもしれない。

「おれはおめえの味方だぜ。天使の呪いを解いてやろうと思ってな」

「それ、何の悪徳商法」

　メフィストフェレスがにやりと笑った。




　説明を聞いて、夢人は腕を組んだ。

　世の中、困ったときにいかにも親切を装よそおって寄ってくるやつが一番危ない。そういうのは悪徳金きん融ゆう業者か、罠わなと、相場が決まっている。

　悪あく魔まはぺらぺらと勧誘のスピーチをつづけていた。

「簡単なことよ。悪魔の手に乗り換えれば、女を巨乳にすることだってできるんだぜ？　乳首を押せば、自分専用の操り人形にもできる。いい話だろ？」

「操り人形にして何をするんだ？」

「惚ほれさせることもセフレにすることもできるぜ。複数の女に施ほどこせば、ハーレムよ」

「裏があるんだろ」

「まあ、天使の手の持ち主より先に魔物の胸を年ねん齢れい分だけ揉めなかったら、髪形が変わっちまうが、それくらいだな」

「どうだか」

「じゃあ、このまま時間切れまで待って化け物になるってのか？」

「きっと敵がいるんだろ」

「いねえよ。さっき入会したばかり――」

「入会？」

「いや、こっちのこと。とにかく、おめえが悪魔の手になれば、敵はいなくなるんで」

　夢人は悪魔の顔をじっと見た。

　さっき入会って、何の話だ？　すでに新しく誰かを誘さそったってこと？

　誘うやつとすれば、一人しか思い当たらない。

　――レオナルド。

「今なら、とびきりの美人ちゃんを紹介してやるぜ」

　メフィストフェレスはプロマイドを出してみせた。レオナルドに渡したのと同じものだったが、夢人は一いち瞥べつもせず首を振った。

「いい。ずるをすると、たぶん悲ひ惨さんな結果になるから」

「彼かの女じよいないんだろ？　この美人ちゃん、おめえに興味があるって言ってんだよ。是ぜ非ひお付き合いしたいって」

「信じない」

「いいから写真をよく見ろよ。こんなナイスバディ、そうそういないぜ？」

　夢人はすたすたと浴槽に歩み寄ると、栓せんを抜ぬいた。

「わっ！　おめえ、何すんだ」

「出てけ。悪魔を入れる風呂はない」

「後こう悔かいするぞ」

　返事の代わりに、夢人はシャワーヘッドを向けた。冷水に切きり換えて全開にした。悪魔は、わっと声をあげて消えていった。

（こんなところに出てくるなんて、御お祓はらいでもしとかなきゃな）

　夢人はお湯を抜くと、ごしごしと浴槽をこすりはじめた。
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　理沙は、部屋のベッドに寝ね転ころがって夢人のメールに添付してあった画像を見ていた。

　天使の手には、印がある。

　神秘星――知能線と感情線に挟まれたゾーンに、感情線の支線と運命線と太陽線が三つ重なってできる星印――「＊」のマークができる。

　そして、それは夢人の手に、くっきりと刻まれていた。

　やはり、夢人は天使の手の持ち主だったのだ。

　どうしてあのとき、すぐさわってもらわなかったのだろう、と理沙は思った。そうすれば――。

　今から出で掛かけてこようか？

　でも、屋や敷しきにはあの子がいる。

　以前、夏休みのたびに遊びに来ていた女の子だ。確か従妹いとこだったはずだ。あからさまに夢人のことが好きな姿を見せていた。

　数年間会っていなかったが、相変わらず夢人にお熱らしい。

　腕を組んで登校する姿を思い出して、理沙は嫉しつ妬とを覚えた。告白もしていないから自分の彼かれ氏しでもないけれど、夢人を奪うばわれるのはいやだ。

　ずっと友達がいなかった。

　小学生の頃から、学校では一人で過ごしてきた。まともに知り合いと言えるのは、隣に住む夢人ぐらいだ。

　理沙は、雫しずく型のイヤリングを撫でた。

　修学旅行のとき、きれいだったからと言って夢人が買ってきてくれたものだ。翌日学校へ着けて行って、没ぼつ収しゆうしようとした生徒指導部の教師を蹴けり飛ばしたのも、いい思い出である。高校生になってから毎日のように身に着けているが、夢人は気づいてくれているだろうか？

《理沙の悪口を言うなっ！》

　夢人の言葉が蘇よみがえ　って、理沙は幸せな陶とう酔すいを覚えた。

　本当は、夢人は隠かくれていなければならなかったはずだ。女装して、女子トイレに侵しん入にゆうして魔物を捜さがしていたのだから。にもかかわらず、夢人は自分に代わって文句を言ってくれた。

　思えば、小学生の頃から、夢人はよく自分をかばってくれた。

　男の子なみに力が強かった彼女は、いつも悪人だった。男の子と喧嘩をしても、自分のせいにされた。

　そのたびに、夢人は自分を弁護してくれた。理沙が悪いんじゃない。向こうが喧嘩を仕し掛かけてきたんだ。

　密ひそかに好きだった。

　小学校のときから、ずっと。

　みんなでペアを組みましょうと言うと、必ず理沙があまる。そんな理沙と率そつ先せんしてペアを組んでくれたのは、いつだって夢人だった。いつだって夢人は自分をかばってくれたし、ひとりぼっちから救ってくれた。

（久しぶりに、かばってもらったな）

　昼間のことを思い出すと、笑えみがこぼれた。

　自分のことを好きでいてくれているみたいで、うれしかった。自分のことを怖こわがらず、普ふ通つうに接してくれるのは夢人だけだ。中学時代不良をしていたときも、夢人は自分に対して臆おくさなかった。

　中学三年生の二月十四日、真しん剣けんにチョコを手て渡わたそうかと思ったことがある。でも、結局怖くて名前を書かないまま郵便受けに放ほうり込んでしまった。翌日、恐おそる恐る尋たずねてみたら、夢人の父親が勝手に食べてしまったということだった。

　不器用な人間には、不器用な結果しか来ないのだろうか。

《おれ、そいつの胸、さわらなきゃいけないんだ。さわって人間に変えなきゃいけないんだ》

　夢人の言葉が蘇って、理沙は唾つばを飲んだ。

　これは――もしかして接近するチャンスだろうか。天が、距きよ離りを詰つめろと言っているのかもしれない。

　もちろん、夢人が嘘うそをついている可能性もあるが、自分の知っている夢人は、嘘をつくような男ではない。

（でも、胸をさわらせるって、どうすればいいんだろう……）

　今胸をさわられているわけではないのに、赤面してしまった。

（別に付き合ってるわけじゃないし、まだ好きって言ってもいないし……）

　理沙は、夢人に胸をさわられる姿を想像してみた。

　バストサイズは、もちろん夢人には教えていない。今年の春、また胸は大きくなった。ＧカップがＨカップになってしまった。九十六センチから九十八センチにアップしてしまった。

　そのふくらみに、夢人の手が伸のびる――。

　だめだ。

　やっぱり恥はずかしい。

　けれども、さわってもらわないと、一生自分はこの身体のまま――午後九時になったら不自由さを味わう身体のままでいることになる。

　他に魔物がいなければいいな、と理沙は思った。

　天使の手が人間にできるのは、魔物一人だけ。同時に魔物二人を人間にしようとすると、天使の手の持ち主が命を落としてしまう。魔物なら、誰でも知っていることだ。

　あとで覗のぞきに行ってみようか、と理沙は思った。

　今夜は綺羅星家の池には行かないつもりだったが、少しぐらいならいいかもしれない。

　理沙は、部屋を出て表に出た。

　身体が、熱っぽかった。すでに八時をすぎている。

（もう……？）

　理沙はとまどった。

　また、変化が始まろうとしているのだ。以前は異形に戻るのは午後九時をすぎてからだったのに、ここ数日早くなっている。一昨日は八時四十五分、昨日は八時半で変身が始まってしまった。すぐ近くに天使の手の持ち主がいると告げているのだろうか？

　庭にある池に腰こし掛かけると、急に痙けい攣れんが襲おそった。

　理沙は呻うめいた。

　もう立てない。

　足を伸ばし、胸を突き出して悶もん絶ぜつする。

　乳ち首くびが勃ぼつ起きした。

　思わず宙を見る。

（こんなところ……夢人に見られたくない……）

　さらにのけぞった。

　鱗うろこが、足から膝ひざへ、膝から太ふと腿ももへと這はい上がっていく。それに遅おくれて、二本の足がひとつに融ゆう合ごうしていく。

　さらに乳房が盛り上がり、乳首が隆りゆう起きした。

（あぁっ……！）

　一分後には、理沙は完全に人魚に変身してしまっていた。足は魚のそれに変わり、半球型の形のいい弾だん力りよくたっぷりの乳房が、胸に双つ並んでいる。

　理沙は池に身を浸ひたした。

　修学旅行に行けないのは、このせいだ。夜になれば、必ず自分は変へん化げする。それを他人に知られるわけにはいかない。

　桐生家は、魔物の家系だ。代を重ねながら、いつか永遠に人間になれることを夢見ている。

　早くこんな生活にサヨナラしたい、と理沙は思った。そのためには、夢人に胸を十六回揉んでもらわなければいけない。夢人と二人きりにならなければ――。
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　洗い直したお風呂に入ると、夢人は息をついた。やっぱりメフィストフェレスの言う通りにしていた方がよかったかな、と後悔してしまう。期限は明日なのだ。明日の日にち没ぼつが来れば、自分は魔物に変わってしまう。

（おれが化け物になったら、みんな、どういう顔をするんだろう？）

（結奈のやつ、出ていっちまうかな）

　いや。

　結奈はそんな子ではない。

　でも、自分がもし蛇へびの化け物になったら、どうするだろうか。そんなお兄ちゃんを好きだと言ってくれるだろうか？

　少なくとも、自分が蛇になってしまったら、結奈とは付き合えない。

（メフィストフェレスの手に乗った方がよかったのかな）

　一いつ瞬しゆん思ったが、首を振った。

　そうやって、レオナルドは悪魔の手に乗り換かえたに違いない。善因善果、悪因悪果。誠実こそがすべてとは言わないけれど、高潔を失った代だい償しようは、いつかどこかで表れる。

　といっても、残り時間は一日――あと二十四時間もないのだ。今日わかったのは、雪絵先生が魔物ではないこと、そして魔物は午後九時に変身するということだ。

（午後九時？）

　妙な違い和わ感かんがあった。

　何か、引っかかる。

（午後九時って何だっけ？）

　自分は知っているような気がする。

　午後九時……午後九時……。

　思い出す前に、浴室の戸が、また開いていた。振り返かえった夢人の瞳どう孔こうが、大きく開いた。入ってきたのは結奈だったが、今度はスクール水着ではなかった。白いバスタオルで前を隠していたのだ。その下は、もちろん、裸はだか――。

　バスタオルの下からは、若々しいまぶしい肌はだ色いろが、剥むき出しになっていた。タオルと素す肌はだとのコントラストが艶なまめかしくて、見ているだけで興奮しそうになってくる。

　結奈は前が見えないように慎しん重ちようにバスタオルで身体を隠しながら湯船に入ってきた。夢人はドキドキしすぎて、思わず視線を外してしまった。

　しかし、男の視線はブーメラン。

　再び従妹の身体に戻っていた。

　鮮せん烈れつな肌色が目に飛び込んで、夢人は唾を飲み込みそうになった。この下に、結奈の裸が――オッパイが――あるのだ。

　さわりたい。

　声がした。

　さわっちまえ。

　結奈は待ってるぞ。きっとおれのことが好きなんだ。

　いやいや。

　まだ小学生気分が抜けないだけかもしれないぞ。

　しかし――。

　バスタオルを見て、妙なところがふくらんでいることに気づいた。おおよそ人間の身体と思えぬ鋭するどい突起が、バスタオルの下から出ている。

「結奈、それ、何だ？」

「武器」

　夢人は一瞬、考え込んだ。

　武器って？

　女の武器は、度胸と胸ではないのか――？

　そんな思考を、戸の開閉音が打ち破っていた。綺羅星家のエロテロリスト、略りやくしてエロリスト、夢人の父親であった。

「結奈ちゃん、今日こそいっしょに入ろうな～♪」

　結奈は、バスタオルに忍しのばせていた武器をかまえた。

　父親が、わっと声をあげた。

　結奈がバスタオルの下に隠し持もっていたのは、大きなライフル型の水みず鉄でつ砲ぽうだったのだ。

「ま、待て！　話せばわかる！」

「問答無用」

　結奈が引き金を引いた。

　猛烈な勢いで、水が発射していた。

「ぎゃぁっ！」

　父親は跳び上がった。

「い、痛い、結奈ちゃん、痛い」

「出てって！」

　さらにトリガーを引く。びしぃっともの凄すごい音が走り、また父親が跳び上がる。

「出ていく、出ていくからっ」

　さらにお尻しりに向かって結奈は追い打ちをかけた。父親はまた、ぎゃあっとジャンプして戸の向こうに消えた。

　あとには、穏おだやかな湯船の中に、結奈と夢人の二人きり――。

「……それ、どこで買ったんだ？」

「内ない緒しよ」

　結奈は湯船に立てかけた。また来るかもしれないと思っているらしい。

「どうしておじさん、入ろうとするのかな」

「結奈がかわいいからじゃないの？」

「ほんと？」

　結奈が目をキラキラ輝かがやかせて見ていた。好き好き光線発散しまくりである。

　顔を接近させたおかげで、胸むな元もとが身体に近づいていた。照れてうつむくと、バスタオルに覆おおわれた谷間が迫せまった。

　バスタオルに覆われているのは、乳房の下半分だけ。

　上半分は、もののみごとに露出している。むっちりした巨きよ大だいなふくらみが双つ、仲良く並んでバスタオルに締しめつけられている。

　でかい。

　でかいなんてものではない。もしかすると、あの理沙よりも巨乳かもしれない。

「なあに？」

　結奈に顔を向けられて、夢人は顔を背けた。

　やばっ。

　おれ、何を紅あかくなってんだよ。

「お兄ちゃん」

「ン？」

「ご飯のときの話、本当なの？」

　結奈は気にかけてくれていたらしい。

「どう思う？」

「お兄ちゃん、変なところで嘘つかないから」

　ああ。

　結奈は信じてくれていた。

「本当だよ」

　そっか、と結奈は相槌を打った。しばらく無言になる。

「魔ま物ものって、どんな人だと思う？」

「結構美人じゃないかな」

「その人が魔物だってわかったら、軽けい蔑べつする？」

「別に」

　雪絵先生がそうだから――。

　その言葉を、夢人は呑のみ込んだ。先生の秘密は守る約束だ。

「わたし、魔物だと思う？」

　夢人は驚おどろいて首を振った。

　結奈が魔物なんてありえない。

「でも、もしかすると魔物かもしれないよ」

「それ、小こ悪あく魔まって意味だろ」

「確かめてみる？」

「え？」

「魔物かどうか」

「確かめるって」

「いいよ。お兄ちゃんだったら……さわられてもいい」

　頭の血流が一気に上じよう昇しようしていた。

　額が、ぐわんぐわんする。結奈も少し恥ずかしそうで、よけいに頭がクラクラする。

（い、今、いいって結奈は言ったのか？）

（胸をさわってもいいって……）

　嘘だ。

　これは現実じゃない。

　そんな声がする。

　ずっとさわりたかったのだ。結奈の胸を――。

「わたしの胸じゃ、だめ？」

「だ、だ、だ、だ、だ、だめじゃない」

　何をどもってるんだ、おれ。

「ほ、ほ、ほんとにいいのか？」

　結奈はうなずいた。

　バスタオルの上から？

　バスタオルの下から？

　馬ば鹿か。

　何を血迷ってる。

　上からに決まってるだろ。

「お兄ちゃん」

「何」

「やさしくしてね」

　やさしくしてね――。

　その言葉に、欲望と感動が同時に湧わき起おこった。

　子供の頃に見た胸が、久しぶりに会った時に押おしつけられた胸の感かん触しよくが、蘇った。

　バスト九十九センチ、Ｉカップ。たぶん、一年生で一番の爆乳。その至宝を、宝乳を、ついに手にできるのだ。

　喉のどはカラカラだった。舌が、口こう腔くう底ていに張りついている。

　夢人はお湯の中から手を出した。

　結奈は、斜ななめ下したを見て、恥ずかしそうに待っている。呼吸に合わせて、バスタオルに包まれたとびきりのふくらみが、ゆるやかに上下動している。

（さ、さわるぞ……！　ほんとにさわるぞ！）

　夢人は両手を伸ばした。

　血圧は、恐らく人生でＭＡＸの記録を更こう新しんしているに違いない。これは夢なのか。現実なのか。頼たのむから、現実であってくれ。

　伸ばした手が、ついにバスタオルに触ふれていた。

（と、とうとうさわった!!）

　タオルの上からなのに、瑞みず々みずしく、張りつめたふくらみが手の下に広がっていた。想像していた以上に心ここ地ちよく、想像していた以上に弾力がある。

　固いわけではない。

　夜店で売っている水ヨーヨーよりも瑞々しい。ぶにょぶにょしているわけではなく、力を込めていないのにむっちりした弾力と豊ほう潤じゆんなやわらかさが、指に伝わってくる。

（凄い……！　ゆ、結奈のオッパイ、大きい……！）

　両手を伸ばしても、ぎりぎりつかめる程度。

　揉まずに息を呑んでしまう。

「揉ま……ないの？」

　もちろん！

　ぎゅっと力を込めてみた。

　とたんにまるでしぶきが散るように、手の中にムチムチの肉にく弾だんが弾はじけていた。心地よい弾力とはちきれんばかりのボリュームが、もの凄い勢いで手の中に広がっていく。

　でかい。

　指の間から、バスタオルのふくらみが迫せり出していく。手の横から、さらに手のひらの下から、包つつみきれない肉にく塊かいがこぼれだす。

（うわぁっ……！）

　躍おどりそうになった。

　手の下で、豊球がたっぷりとバウンドし、手のひらを押し返していく。

（気持ちいい！　結奈のオッパイ、気持ちいいよ……！）

　さらにつづけて、二度、三度、結奈のバストを揉もみしだいた。

「ンッ……あんっ……」

　甘い声がもれる。

　かわいい！

　結奈、かわいいよ！

　恋れん情じようと欲情を乳房にぶつけて、何度も何度も揉みしだいてやる。そのたびにバスタオルに皺しわが走り、白い布を押しあげるふくらみが変形していく。

「あんっ……お兄ちゃん……！」

　もう結奈が魔物だろうと、どうでもよくなっていた。

　いや。

　たぶん、結奈は魔物じゃないのだろう。

　自分と距離を詰めたいのだ。

　そして自分だって――。

「結奈！」

　思わず抱だきついた。

「あん、お兄ちゃん、ちゃんと胸をさわって」
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　裸の身体の下で、バスタオルの乳が弾はずむ。

（凄い……めちゃめちゃ弾む……！）

　たまらずまた両手でバストを包み込む。

「お、お兄ちゃん、もっと……」

　ぎゅううっと握にぎりしめると、バスタオルから乳房がこぼれそうになった。

（結奈の生乳が見える……！）

　ばしゃん！

　と凄い水音に、二人は振り返った。

（へ？）

　視線が、凍こおりついていた。

　向こうも、凍りついていた。

　妙なものが、池の中から顔を出していた。濡ぬれた、黒々とした長い髪かみ。まっすぐ見つめる、切れ長の瞳ひとみ。

　そこに人がいるはずがない。そこは池の中なのだから。

（いっ!?　ま、また幽ゆう霊れい？）

　相手がはっとした。

　見覚えのある切れ長の瞳に、強こわ面もての顔。

（いっ!?　まさか――）

　耳のイヤリングがきらりと光った。顔を認めたとたん、相手は身を翻ひるがえした。巨大な尾おびれが水中から現れ、大きな水音を立てて水すい没ぼつした。

（人魚だ！）

　この間見た尾びれは、人魚のものだったのだ。おまけにあの顔、そしてあのイヤリングは――。

　脊せき髄ずい反射的に、夢人は池に飛び込んだ。

　だが――その前に水温を意識しておくべきだった。

　六月といっても、まだ北の地は冷たい。しかも、あたたかいお湯の中から飛び込んだのだ。

　温度差は三十度以上。

　心臓に締めつけられるような痛みが走っていた。

（ぐげげっ……む、胸が痛い……！）

　水中で夢人はもがいた。

　池は意外にも深い。子供の頃、はまったときにもそういえば深かったと思い出す。

　腕うでを動かしたが、猛もう烈れつに心臓が痛い。

　苦しい。

　池の中は濁にごっていて、人魚の姿は見えない。

　腕で水を引っかき、ごぼっと空気をもらした。澱よどんだ真っ暗な世界に、夢人は沈しずみ込もうとしていた。

　別れた母の後ろ姿が、二人の美しい姉の姿が、浮かんだ。

　それに人魚と結奈の姿が重なった。

　最後の息が、水中にもれ、つづいて水が入り込んできた。咳せき込んだのは、一回だけだった。

（おれ、死ぬんだ）

　諦てい観かんの中、冷たい池の底に夢人は沈んでいった。




　夢人の身体が底に着くと、暗い水の中から、キラキラと鱗を光らせて妙なものが現れていた。

　両手で夢人の身体を抱き上あげる。

　そのまま一気に水上に出た。陸に夢人を引き揚あげる。

　人魚の姿に変わった、理沙だった。

　上半身は裸である。見事なまでにロケットみたいなオッパイが双つ、突つき出している。

「夢人！」

　頬ほおを叩たたいてみた。

　自然に乳ち房ぶさが胴どう体たいに触れる。

　しかし――夢人は目を覚まさない。

　どうしよう。

　自分のせいだ。

　自分が逃にげてしまったから。それで夢人が追いかけて、池に飛び込んでしまったのだ。

　どうしよう。

　夢人が死んでしまう。

　どうすれば……。

「お兄ちゃん！」

　サンダルの音が近づいてきた。あの子だ。あの子が心配して来た。これ以上、普通の人間に姿を見せるわけにはいかない。

　とっさに池に潜もぐった。潜ってから、しまったと思った。自分は、夢人の命を守ることよりも、自分の正体がバレることの方を優先させたのか？

　なんということを！　あの子に任せておいて大だい丈じよう夫ぶなのか？　自分が夢人を蘇そ生せいさせなくてどうするのだ。夢人は、今日だって自分をかばってくれたのに……！

　意を決して、理沙は再び水面から顔を出した。
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　結奈が叫さけんだときには、人魚は姿を消していた。逃げなくてもよかったのに。わたしだって、同類なのに。

　そして消えてしまった人魚の代わりに、更こう衣い室しつから九時を告げる鐘かねの音が鳴っていた。

　結奈は、はっとした。

　もう時間だ。

　早く帰らないと、悪魔の姿になってしまう。

　でも、大好きなお兄ちゃんは、ぐったりとして目の前に横たわっている。

　救急車を呼ぶ？

　そんな時間はない。

　では、おじさんを呼ぶ？

　それもできない。おじさんに自分の正体がバレてしまう。人魚はもう行ってしまった。今、ここには自分しかいないのだ。

　身体が、豹ひよう変へんを始めていた。

　バスタオルが消え、黒い露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームが全身を覆っていく。と同時に頭とう髪はつの色が変わり、角が突き出していた。お尻からは湾わん曲きよくした長い尻尾しつぽが伸びていた。

　結奈は、かわいいサキュバスに変身してしまっていた。

　大好きな兄は、目の前で限りなく死へ向かって進行している。助けられるのは自分しかいない。

　結奈は、夢人の口に顔をかぶせた。精気を奪うためではない。命を助けるためだ。

　規則正しく吸って、人工呼吸をする。

　こんな形でお兄ちゃんにキスするなんて、思わなかった。もっとちゃんとキスをしたかった。でも、今キスをしなければ、永遠にお兄ちゃんにキスできなくなってしまう。悪あく魔まは神様ではない。そして悪魔は、全能ではないのだ。

　結奈は、息を吸い込んで、夢人に唇くちびるを押しつけた。

　スーッと息を吐はき込む。

　大好きなお兄ちゃんとのファーストキスが、こんな形になるなんて。それも、淫いん魔まの姿のままなんて。

　人間の姿で、お兄ちゃんとキスしたかった。

　意識を失っているお兄ちゃんじゃなくて、ちゃんと生きているお兄ちゃんと。

　でも、そんなことを言っていられない。

　規則正しく、お兄ちゃんに息を吹ふき込んでいく。

　魔物として生まれてしまった人間にとって、天使の手の持ち主はかけがえのない相手だ。天使の手に胸を揉んでもらえれば、長い苦しみから逃のがれられる。午後九時をすぎて魔まの姿に変身する恐きよう怖ふを覚えることもない。普通に人間として生きていくことができる。

　でも、天使の手ということをのぞいても、お兄ちゃんを失いたくなかった。お兄ちゃんを死なせるわけにはいかない。

　げほっ、げほっと夢人が水を噴ふき出した。

　よかった！

　お兄ちゃんが息を吹き返したのだ。

「お兄ちゃん、しっかり！」

「夢人！」

　さきほど逃げた人魚が、姿を見せていた。黒い水面の下から、鱗が見えている。この人も、自分と同じなのだ。

（わたしも、見られちゃった……）

　結奈は、恥ずかしそうに赤面した。

「おまえは――」

「わたしも――魔物なの」

　人魚が池の縁ふちに近づいてきた。照明が当たり、人魚の顔が浮かびあがった。

「あ……」

　息を呑んだ。

　相手は――隣となりに住んでいる桐生理沙だった。

「おまえも……そうだったのか」

　結奈はうなずいた。

　げほっ、げほっと夢人がまた咳き込んだ。

「お兄ちゃん！」

　えほっ、えほっと苦しそうに声をあげる。

「理沙さん、早く逃げて！　お兄ちゃんに見られちゃう！」

「見られてもいい！」

「でも――」

　夢人が――目を開いていた。
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　子供の頃ころの思い出だ。

　二人の姉が、夢人を呼んでいた。

　姉は、夢人の自じ慢まんだった。もの凄い美人で、おまけに爆乳だった。二人とも、夢人をかわいがってくれた。

《夢人、お帰り～♪》

　双ふた子ごの下の姉、ひかりお姉ちゃんが夢人を胸に押しつける。ふかふかして気持ちいい。

《夢人、お姉ちゃんも》

　上の姉、あきら姉ちゃんが両手を広げる。その胸に飛び込むと、ぎゅうっと押しつけてくれる。

《どっちのお姉ちゃんが好き？》
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《ひかりお姉ちゃんよね？》

《あきらお姉ちゃんだよな》

《両方》

《かわいい～♪》

　二人が夢人を抱き締める。

　おれ、姉ちゃんのところに行くんだな、と夢人は思った。結奈、ごめんよ。おやじ、ごめん。




　――気がつくと、星空が夢人を見下ろしていた。涙なみだのたまった目が四つ、夢人を覗いている。

　一人は理沙だった。

　耳のイヤリングがきらりと光っていた。夢人が修学旅行のお土産みやげでプレゼントしたものだ。やっぱり、あの人魚は理沙だったのだ。

　そしてもう一人は――　紫むらさき色いろに変わった髪の毛けの中から、角を突き出させていた。頬にも妙みような紋もん様ようが浮かんでいるけれど、夢人の知っている顔だ。

「結奈……」

「よかった……」

　結奈が抱きついた。

　やわらかなふくらみが、パツンと弾んだ。その感触に、昨日のことが蘇よみがえ　った。

　結奈が浴室を出ていったのは、午後九時だった。

　それから朝になるまで出てこなかった。

　理沙は、いつもお泊とまりをしなかったし、修学旅行もしなかった。

　みんなみんな、二人が魔物だったからだ。

　でも、どうして子供の頃は平気だったのだろう。

　わからない。

　でも、いい。

　捜していたものが、こんなに近くにいたのだ。

　全部話そう。

　話して、結奈を人間にしよう。

　あ……。

　でも、理沙は……？

　二人同時に人間にしたら、おれ、死ぬんだったっけ？

「結奈、おれ――」

「お兄ちゃん、ごめんね」

「謝あやまるのはおれの方だよ。もっと早く言えばよかった」

「これから記き憶おくなくしちゃうけど、ごめんね」

　何を言っているんだろうと夢人は思った。

　記憶？

　記憶って何だ？

「お兄ちゃん、ちょっと痛いけど、我が慢まんしてね」

「痛いって、結奈――」

　ふいに、結奈が胸を振ふった。ばちぃぃんと双ふたつのオッパイが夢人の顔面を叩き、夢人は、意識と記憶を失った。
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　結奈は夢人を離はなした。

　これで記き憶おく抹まつ消しようである。自分が魔物だったことは、夢人は忘れたはずだ。

「ごめんね、お兄ちゃん……」

　結奈は悲しそうに従兄いとこの身体を抱き締めた。

「記憶を消したのか？」

　理沙の問いに、結奈はうなずいた。

「なぜ――」

「だって、姿を見られちゃったから……」

「夢人は天使の手だぞ!?」

　あ、と結奈は小さく声をあげた。

　すっかり動転していた。お風ふ呂ろ場ばでは、夢人が天使の手の持ち主かもしれないと思っていたくせに、姿を見られたせいで慌あわてて、反射的に記憶を消してしまった。

「どうしよう……」

「起きるまで待つしかないだろ」

　叔お父じの声が聞こえた。

　おれのパンツどこだぁ？　夢人ぉぉっ。

　このままでいるわけにはいかない。

「夜中にもう一度、来て」

　結奈は理沙に告げると、夢人の身体を抱いてふわりと浮き上がった。




　深夜〇時――。

　結奈は一人でお風呂に入っていた。叔父が寝ねたのは確かく認にんしてあるが、念のため、入ってこられないように更衣室の内側から棒をあてがっておいた。

　あの人は、もう一度現れるだろうか？

　気がつくと、黒い水面から妙なものが浮かび上がっていた。

　理沙だ。

「夢人のオヤジは？」

「寝てる」

　そうか、と理沙は言った。

「いつからなったんだ？」

「中学になってから」

　と結奈は答えた。

「わたしは小学生から。とっとと初潮が始まってしまって、それから」

　二人は黙だまった。

「修学旅行、行ったことあるか？」

「小学校のときだけ」

「わたしは、一度もない」

　結奈は答えなかった。

　自分はまだ、幸せだったのかもしれない。

「夢人が天使の手だって、いつ知った？」

「今日。晩ばん御ご飯はんのときにお兄ちゃんが話してくれたから。叔父さんは嘘うそだと思ってたみたいだけど」

　理沙は黙った。

　いったい何を考えているのだろう、と結奈は思った。

　魔物のつらさは、魔物にしかわからない。

　なぜ、こんな形で生まれてきたのだろう。

　なぜ、こんなふうになってしまったのだろう。

　そんな問いを、何百回もくり返しつづける。でも、答えは出ない。少なくとも、確率論の世界は人生に対して何も答えてくれない。

「知ってるのか？　天使の手が人間にできるのは――」

「一人だけ。二人以上を人間にしようとすると、死んじゃう」

「知っていたか」

　理沙はため息をついた。

「わたしとおまえと、どっちかが退くしかない。あるいは、夢人に選んでもらうしかない」

「もう一人いるんじゃないの？」

「レオナルドか？　あいつはろくでなしだぞ。メフィストフェレスのことは聞いてるだろ？　悪魔の手にされているかもしれない。悪魔の手でさわられたら、一生人間に戻もどれなくなっちまう」

「……」

「レオナルドは信用するな。あいつは昔から卑ひ怯きようなやつだから」

「うん……」

「明日、もう一度話そう」

　理沙は水面に没ぼつした。大きな尻尾がいったん現れて、水音とともに黒い池の中に消えていった。







第五章　揉め！
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　悪夢から目を覚まして、理り沙さは首元を拭ぬぐった。

　かっこいい啖たん呵かを切ったところで、不安というのはいつでも押おし寄よせるものだ。明日また話をしようと言ったにもかかわらず、今日が最終日だと思うと焦あせってしまう。いやな夢まで見てしまった。

　今日を逃したら、たぶん、もう人間にはなれないだろう。

　実際には天使の手の持ち主はまた現れるかもしれないが、それが自分たちの住む町とは限らないし、二十年後かもしれない。

　あの子が選ばれたら、自分はおばさんになるまで自由を得られない。あの子にはもう少し我慢してもらえば……そう思って、理沙は首を振った。なんてエゴイスティックな考え方だ。

　選ぶのは自分ではない。夢ゆめ人となのだ。

　でも――たぶん、夢人はあの子を選んでしまうだろう。愛あい想その悪い隣りん人じんよりは、甘あまえてくる身内の方がかわいいはずだ。

　自分はただの幼なじみ。

　相手は――夢人がたぶん好きな子。そして、自分と違ちがってかわいらしい。好きなように選んでと言われたら、夢人はあの子を選ぶに違いない。自分の気持ちなんて、気づいていないのだから。

　つまり、自分は一生人間になれないというわけだ。今度の修学旅行も終わり。そして、自分は一生魔物のまま過ごすことになる。

　そんなのはいやだ、と心の底が反応した。

　夢人には自分を選んでほしい。あの子はまだ若いのだから――といっても自分より一つ年下なだけだけれど――。

（こっそり……呼んで、さわってもらおうか）

　いや、いけない。

　抜ぬけ駆がけは悪い。もう一度話をしようと、あの子に言ったではないか。

　でも、きっと自分は選ばれない。もう人間にはなれない。この先また機会が表れるとしても、夢人以外に胸をさわられたくない。

　たまらず、理沙はメールをしてしまっていた。送ってから取り消そうとしたが、もう遅おそい。

　理沙は首を振った。

　こんなメールに夢人が反応するはずがない。きっと待ち合わせの場所には来ないだろう。
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　ロフトで目を覚ますと、レオナルドは壁かべに貼はり付つけたプロマイドを眺ながめてにやりと笑った。

　昨日まで貼り付けてあった真ま由ゆ香か様の写真は、一枚残らず剥はがされている。今は、まだ見ぬ悪魔様の写真だけである。

　惚ほれ惚ぼれするような肉体だった。

　レオナルド好みの身体に、レオナルド好みの顔である。高貴で強気ですぐには自分に靡なびかない雰ふん囲い気きの女が、レオナルドのタイプなのだ。

「まさにぼくにふさわしい女だ」

　任務を完かん了りようすれば、出会いが自分を待っている。そのためにも、なんとしてでも魔物の胸をさわらねばならない。

　レオナルドは、写真を手にして、胸に唇を押し当あてた。

　ベルゼバブ様。

　あなたの胸もハートも、このレオナルド様がいただきますよ。ムフ♪

「何やってんだ、おめえは」

　いやな声にレオナルドは跳とび上がった。

　よりによっていやなやつ――メフィストフェレスに、みっともないところを見られていた。

「な、何だね。ノックぐらいしたまえ」

「おめえが馬鹿やってる間に、やつはもう気づいちまったぞ。記憶を消されてなかったら、どっちかが人間になっちまってるとこだったぜ」

「何だと!?　誰だれだ、相手は!?」

「名前は言えねえんだよ。悪魔にも仁義っていうかルールってのがあってな」

「二人とも人間にされてもいいのか？」

「悪魔を脅おどすってのか？　いい根こん性じようしてるぜ。おめえこそ、さっさと二人を片づけちまいな」

「名前が先だ」

　二人は睨にらみ合あった。

「名前は言えねえな」

「ケチ」

「けど、一人は一年、一人は二年にいる」

　つまり、真由香様ではないということだ。

「まだ範はん囲いが広すぎるな」

「別に広かねえさ。もう一人の相棒に張りついてりゃわかる」

「夢人に？」

「おっと、これ以上は言えねえ。やばくなったら、傀儡くぐつを使いな。二人とも、手ごわいぜ」

　メフィストフェレスは壁に吸い込まれるように消えていった。あとには、いつになく真ま面じ目めな顔のレオナルドが残った。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもならなかった。

　夢人は、二人の正体を知っているという。

　いったい誰だ？

　一人は一年生。

　一人は二年生。

　そして夢人に張りついていれば、答えはわかるという。しかも、二人とも手ごわい。

（ということは、夢人のそばにいるということか？）

（やつが会う女といえば、限られているぞ。ぼくと違って、やつは非モテ男だからな。桐き生りゆう理沙に――）

　はっとした。

　まさか。

　あの二人？

　桐生理沙と、綺き羅ら星ぼし結ゆ奈な？

　確信はないが、可能性は高い。とにかく、夢人を張っていれば答えはわかるはずだ。念のために、傀儡をこしらえておいた方がよさそうだ。もし桐生理沙が相手だとなると、レオナルド一人では心もとない。

（さて、いったい誰を傀儡にしたものか。理沙に対たい抗こうするとなると……）
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　カレンダーを見て、夢人は緊きん張ちようを覚えた。

　今日で自分の運命が決まってしまう。人間のままでいられるのか、魔物になってしまうのか。やっぱりメフィストフェレスと契けい約やくしておくべきだったか。

　昨日、魔物の正体をつかんだような気がするのだが、夢だったのかどうなのか、はっきりとしない。昨夜、結奈とお風呂に入っていたことまでは覚えているのだが、どうやって部屋に戻って寝たのか、記憶がない。

　結奈の顔を見ても、なんだか妙な気がした。

　昨日、違う化け粧しようをした結奈を見たような記憶がするのだが、どんな感じだったかを思い出そうとすると、思い出せない。

　自分で勝手にそう思い込んでいるだけなのか？

　何なのだろう？

　妙な気持ちで朝あさご飯はんを食べていると、ケータイが鳴っていた。

　理沙からのメールだ。

「誰から？」

「理沙」

　夢人はケータイを閉じてご飯を運んだ。父親は眠ねむそうな顔をしている。朝が弱いのは、いつもの通りだ。

　結奈が、屈くつ託たくのない笑えみを向けていた。

「お兄ちゃん、今日もいっしょにお弁当食べようね」




　朝の電車は、また結奈と同じだった。

　結奈は夢人の腕をつかんで身体を押しつけていた。結奈の胸は、やはり大きい。こんな大きなものをさわったら気持ちいいだろうな……と思って、妙な気になった。

　あれ。

　さわったんじゃなかったっけ？　どうだったっけ？

　結奈とお風呂に入って――確かバスタオルだったのは覚えているんだけど。

　尋たずねようにも、電車の中で口にする話題ではない。

　今日は、プラットホームに理沙の姿はなかった。遅ち刻こくしているのか、一本早い電車で出で掛かけたのか。

　もう一度ケータイを見てみる。

（なんでこんな場所なんだろ……？）

　考え込む夢人の隣から、首を伸のばして結奈がケータイを覗のぞき込んでいた――。




　シューズロッカーで結奈と別れると、夢人は体育館へ歩きだした。今朝は、部活の練習はないはずだ。

　思った通り、体育館は無人だった。夢人は靴くつ下したのまま、すたすたと体育館の中を斜ななめに突っ切きった。

《八時十五分に体育館倉庫に集合》

　発信者は理沙だった。非常に高圧的なメールである。

　相変わらず不器用な女だ。

　焼きを入れるのでないことだけはわかるが、意味不明だ。もしかして、昨日の女装事件のことを蒸むし返かえすつもりだろうか？

　いや。

　理沙はそんな根性の悪い女ではない。

　もしかして、魔物の情報でも教えてくれるのだろうか？

　体育館倉庫で？

　妙だ。

　本当はこんなことをしている場合ではないのかもしれない。期限は今日までなのだ。でも、身体が行けと言っているような気がする。

「おい、理沙！」

　体育館倉庫の扉とびらを開けると、夢人は呼んだ。

「閉めろ」

　奥おくから声が聞こえた。

「何だよ、いきなり」

「いいから閉めろ」

　夢人は扉を閉めた。倉庫の中は真っ暗になった。

「おい、どこだよ」

　ふいに懐かい中ちゆう電灯が点灯し、あごの下から照らされた女の顔が闇やみに浮うかび上がった。夢人は、わっと声をあげた。

「変な角度から点つけるなよ」

　理沙は、跳び箱ばこの上に懐中電灯を置いた。それから、いきなり紙切れを突き出だした。

「読め」

「何」

「いいから読め」

「果たし状じゃないだろうな」

「誰が」

　夢人は、紙切れを開いた。

　理沙の字で一言、『揉め』と書いてある。夢人は、紙切れを丁てい寧ねいに揉んでみた。

「違うだろうが！」

「はぁ？」

「揉むのは……こっちだ」

　理沙がうつむいていた。明かりのせいでよくわからないが、照れているのだろうか？

「こっちって？」

「言わせるな」

「わかんないんだけど」

「わかれよ」

　どうやら照れているらしい。明らかに、表情が恥はじらっている。

「――ひょっとして胸か」

　無言の返事が、ＹＥＳと答えていた。夢人は戦おののいた。

「どういう風の吹きまわしだ!?」

「お、おまえ、さわったこと、ないだろ」

「ないけど」

「さ、さわらせてやる」

「意味わかんねえ」

「おまえ、大きな胸、好きだろ」

「そりゃ好きだけど……なんで？」

「さわるの、いやか？」

「いやじゃないけど」

「じゃあ、さわれ」

「おれたち、付き合ってないだろ？」

「じゃ、じゃあ付き合……」

　ごにょごにょと語ご尾びが消えていった。もはや、懐中電灯の明かりでもはっきりとわかるほど、理沙が赤面している。

　密室で見る理沙の胸は、やはり大きかった。白いブラウスの胸がパツンパツンに張りつめている。

　どういう経いき緯さつかわからないが、こんなふうに理沙の胸をさわれる機会は、もう訪おとずれないに違いない。

（さわっちまうか？）

　夢人は思った。

　でも、結奈がいる。

　さわったら、結奈に対して悪い気がする。そう言いながら、昨日は雪ゆき絵え先生の胸をさわってしまったのだけれど――。

「わ、わたしの胸じゃ、だめか」

「そんなことはないけど」

「は、早くさわれ」

「訳、ちゃんと言ってくれよ」

「き、昨日、おまえ、聞いたろ。魔ま物ものなのかって。た、確かめさせてやろうかなと思って……」

　夢人は首をかしげた。

　いまいち、理由と言えない理由である。

「おまえ、魔物じゃないんだろ？」

「……」

「魔物なの？」

　返事はなかった。

（まさか）

　理沙が魔物なのか？

　頭の中が、ぐるぐるとまわりはじめた。

　理沙が魔物？

　そんな馬ば鹿かな。

　子供のときからいっしょだったし、別に変なこと――。

　修学旅行のことが浮かんだ。

　理沙は一度も修学旅行に参加していない。夢人の屋や敷しきにもお泊まりしていない。そして昨日の女装事件――。

《い、意外と、人間の姿をしてるんじゃないのか》

　理沙のコメントが蘇り、夢人は、はっとした。

「おまえ、魔物なのか？」

「た……確かめてみれば……す、すっきりするぞ……」

　ＹＥＳの返事？

　夢人は考えた。

　本当は理沙は魔物なのではないのか。でも、それを告白するわけにはいかず、こうして自分に胸をさわらせようとしているのではないか。

　あるいは――密ひそかにおれのことを好きだったんだろうか……と夢人は思った。実は小学校の頃から思いを寄せていて……。

　ありえない。

　理沙は、そういうロマンティストではない。好きならば、その人のことをいつも目で追いかけてしまうものだが、理沙が自分を追いかけていた記憶はない。理沙は、いつも窓の外ばかり見ている。恋こいしているとしたら、校庭だ。

　それに――たとえ夢人のことを好きでも、好きだからといっていきなりバストタッチまで飛ぶのは考えづらい。

「本当にさわっていいのか？」

「な、何度も言わせるな」

　たぶん、魔物なんだ、と夢人は結論した。

　思いがけないチャンスだった。

　こんなに近くに魔物がいたなんて。もう一人が誰かはわからないけど、二人同時に人間にはできない。

　夢人はゆっくり手を伸ばした。

　思い切り緊張する。生まれて初めて同年代の女の子の乳房をさわるのだ。

「や、やさしくだぞ……」

　小さな声で理沙が言う。

「殴なぐるなよ」

「するか」

　夢人は手を近づけた。純白のブラウスに包まれた胸のふくらみが、すぐ指の先に迫せまった。

（あともう少し……！）

（理沙のオッパイ……！）

　ついに、手が触れた。

「ン……」

　かすかに理沙が声をもらした。

　身体がふるえている。

　しかし、その足も、拳こぶしも、動く気配はない。

（はぁ……さわった……！）

　感激の瞬しゆん間かんだった。軽くさわっただけでも、瑞みず々みずしい張りが伝わってくる。

　力を込めてみた。

　とたんに内側からうねるように胸の肉が躍おどり上がり、指を弾はじき返した。

（うぁぁぁっ！　す、凄すごい……!!）

　凄すさまじい弾だん力りよくだった。

　肉にく弾だんがブラウスの下でバウンドしているみたいだ。気持ちよくてたまらない。

「ど、どれくらいあるんだ？」

「け、蹴けるぞ」

「だって、知りたいだろ」

「い、言ったらもっとさわるか」

「う、うん」

「きゅ……九十八の……Ｈ……」

　九十八センチのＨカップ！

　思わず興奮して、ぎゅうっと握にぎり締しめていた。

「あんっ！」

　理沙がまたかわいらしい声をあげて悶もだえる。手の中で、乳房のかたまりが充じゆう満まんして隆りゆう起きした。

　凄い。

　本当に凄い。

　こんなオッパイをさわっているなんて、夢みたいだ……！

「ま、まださわっていいのか？」

「ね、年ねん齢れいの分だけ……」

　年齢の分!?　そういえば、天使もそんなことを言ってたな。でも、いいや。さらにぎゅうっとバストに指を食い込ませる。

「あぅっ……や、やさしくしろ……」

　理沙の身体がぴくりとふるえた。指の間から、ブラウスのふくらみがムチムチと張り出していく。合わせの間が広がった。バストを握り締められて、ボタンが弾け飛びそうになる。

「理沙の胸気持ちいい……」

「馬鹿……」

　声が弱々しくなった。さらに、両手でぐいぐいと女不良の巨乳を揉もみしだく。

「あん……」

（理沙、かわいい……！）







[image: ]







　イヤリングが揺ゆれた。

　ふいに、水面から浮かび上がった妙な姿と、人魚の耳で揺れていたイヤリングが重なった。

　はっとした。

　このイヤリング、確かに見ている――。それも、昨夜、池の中で――。

　そうだ、おれは人魚姿の理沙を見つけて池に飛び込んだのだ。それから結奈に助けられて、でも、気がついたら結奈はサキュバスの格好をしていて……。

　思い出した瞬間、夢人の手は止まってしまっていた。魔物の正体がわかったのに、百パーセントよろこべなかった。

　天使の手が人間にできるのは、一人だけ。今、理沙を人間にしたら、結奈を人間にできなくなってしまう。

「ど、どうしたんだ？　もうさわらないのか？」

「結奈――」

　名前を口にしたそのとき、バ～ン！　と巨きよ大だいな音を立てて扉が開いていた。扉を開いたのはサキュバス――否いな、人間の姿をした結奈だった。

「ずるい！」

　結奈が叫んだ。

「明日話をしようねって言ったのにぃ！」

「いや、それはその――」

　理沙がしどろもどろになる。

「んもう！」

　結奈が怒おこる。その瞬間、結奈の頭から、にゅるっと変なものが飛び出していた。お尻しりの後ろからも、尖とがったものがにょきっと飛び出す。

（ン？）

「わわわわっ！」

　気づいた結奈が慌ててお尻を隠かくした。

（今のって……悪あく魔まの尻尾と角？）

「お兄ちゃん、パンチ！」

　突とつ然ぜん、結奈が突とつ撃げきしてきた。オッパイをぶるんと揺さぶる。

　よける暇ひまはなかった。

　重量級の爆乳が、まともに顔面にヒットした。意識がブラックアウトした。




　夢人が意識を取とり戻し、結奈と理沙とともに体育館を去ると、男子更衣室の扉の陰かげから男が現れていた。

「壁に耳あり、柱にシロアリ」

　在あり原はらレオナルドである。

「やはりそうだったとはな。またオッパイビンタで記憶を消すとは、そそっかしい魔物だ。おかげで仕事がやりやすく――」

　なってはいなかった。

　従妹いとこの方はともかく、理沙は手ごわい。強い味方が必要だ。

　ケータイの着信音に、レオナルドはケータイを開いた。

　アドレスを教えて以来、毎日のようにメールをしてくる女からのものだった。水泳部でシンクロナイズドスイミングをやっていたはずだ。Ｆカップだが、真由香様一直線だったレオナルドは今まで返事をしたことがない。

　だが――人魚に抗こうするには、シンクロナイズドスイミングは有効だ。巨乳の部員は彼かの女じよ一人だが、自分には悪魔の手がある。自由に胸を大きくすることができるのだ。

（ムフフ……悪魔様もハーレムも、ゲットだ）

　レオナルドは、にんまりと笑みを浮かべた。
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　英語の授業を聞きながら、夢ゆめ人とは焦りを感じていた。あと十時間もしないうちに、自分は魔物に変わってしまう。のんびり授業を受けている場合ではないのだ。早く突つき止とめなきゃ。

　そう思うのだけど、ついさきほど、魔物を見つけたような気がする。

　確か理り沙さが迫ってきて、結ゆ奈なが現れて、お尻から変なものが見えたんだっけ？　でも、場所って、どこだったっけ？

　わかんない。

　昨日見た夢だっけ？

　ああ、だめだ。とにかく、早く魔物を見つけなきゃ。

　でも――見つけたんじゃなかったっけ？

　堂どう々どう巡めぐりの中、窓の方に顔を向けると、相変わらず理沙は窓の外を眺めていた。首を斜ななめ後うしろに向けると、レオナルドの席は空席だった。

　欠席なんて珍めずらしい。

　魔物は学校にいるのに、何をしているのだろう。

　欠席のふりをして、単独行動をしているのだろうか？　レオナルドは、もう魔物を見つけたのだろうか……？

　ふいにメールが入っていた。レオナルドからだ。

　開けると、簡単に文面が記されていた。

《今日の四時間め――》

　夢人は声をあげそうになった。

　見つけただって!?




２




　音楽室がざわつきだすと、結奈は音楽の教科書を折り重ねて席を立った。転入して日が浅いため、まだ友達はいない。

　でも、学校には大好きなお兄ちゃんがいる。

　家に帰っても、大好きなお兄ちゃんがいる。

　心配なのは、尻尾と角を見られたことだ。思い切り怒ってしまうと、魔物の印が出てしまう。隠しても仕方がないのに、また条件反射でオッパイビンタを喰くらわせてしまった。

（あの人が、あんなことをするから）

　結奈は理沙の姿を思おもい浮うかべた。

　もう一度話をしようねって言ってたのに、抜ぬけ駆がけするなんて。ずるい。わたしだって、お兄ちゃんにさわってほしいのに。人間にしてほしいのに。できれば、自分が魔物だということを知らずに、ただ胸をさわって、自分を人間にしてほしい。

　授業が終わって、最後に音楽室を出ようとすると、薔ば薇らの花を銜くわえた金きん髪ぱつのハーフが、入り口に立っていた。身体を横に向けて、手で入り口を塞ふさいでいる。

「人は、恋をして初めてすべての子供らしさから脱だつ皮ぴする。――スタンダール」

　男は決め台詞ぜりふを吐いた。結奈は死んだ目を浮かべた。

　もしかして、頭のおかしい人だろうか……？

　先に音楽室を出たクラスメイトが、廊ろう下かで立ち止まって結奈の方を見ている。

「あの、出たいんですけど」

「君は永遠に出られない。なぜならば、ぼくは君の秘密を知っているからだ」

　結奈は顔をしかめた。

　何だろう、この人。変態？

「君は魔物だろう」

　ぎょっとした。

「ぼくは見ていたのだよ。君のお尻から――」

「わぁぁっ！」

　結奈は大声をあげた。

「フフフ、わかったかね」

　わかったのは、この男が自分の正体を知っていること、そして卑怯な男であること、だった。大好きなお兄ちゃんには秘密を守り通せたが、とんだ男に見られてしまった。

　オッパイビンタで記き憶おくを消すことは可能だろうか？

　あれから、ずいぶんと時間が経たっている。相当強くビンタしないとだめかもしれない。

「オッパイビンタを喰らわせようとしても無む駄だだ。残念ながら、ぼくは運動神経がいいのでね。記憶を消されるのはごめんだ」

　そんなことまで知っているらしい。

「では、胸を――」

　手を伸ばそうとして、レオナルドが女の子たちの視線に気づいた。結奈のクラスメイトたちが、興味深そうに見守っている。

　レオナルドは誤ご魔ま化かして手をすり合わせた。この場で胸を揉むのはあきらめたらしい。

「とにかく、わかったらぼくの言う通りにしてもらおうか」

「何」

　にやりと笑うと、レオナルドはささやいた。

「まずケータイを出したまえ」

「どうして」

「君に選せん択たく肢しはないのだよ」

　渋しぶ々しぶケータイを渡わたすと、さらにレオナルドは命令を告げた。

「今日の四時間め――」
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　午前十時ジャスト――。

　保健室に、セミロングヘアの二年生が現れていた。額が大きく見えている。白いブラウスの胸は、高く迫せり出していた。なかなかの巨乳である。

　表情は思い切り弾はずんでいた。

　彼女は水泳部――シンクロナイズドスイミング部の女子部員だった。

　入学してから、ずっとレオナルドに憧あこがれていた。メールアドレスを入手するまではこぎ着けたのだが、メールすれどもいい返事はない。それが今日になって、二人きりになりたいと呼び出しがあったのだ。

「レオナルド君？」

　声をかけると、奥でレオナルドが待っていた。

「いや、呼び出して申し訳ないね」

「ううん、そんなことない。レオナルド君だったら、真夜中でも行っちゃう！」

　本心であった。

　レオナルドは三年生の豊ほう條じよう真ま由ゆ香かに片思いしていたはずだが、いったいどういう風の吹ふきまわしだろう。おまけに保健室なんて、思わずエッチなことを期待してしまう。

「今日はどうしたの？　何の話？」

「実は君に助けてほしいことがあってね」

「何？」

「ぼくは、女の人の胸をさわったことがないんだ」

「え？」

「そのことを告白したら、友達の綺き羅ら星ぼしに馬鹿にされてしまってね」

　女は殺意を覚えた。

　綺羅星というと、とても星のようには見えない凡ぼん人じんだ。唯ゆい一いつ、不良の桐き生りゆう理沙と話す変な男でもある。

（よくもレオナルド様を……！）

　嘘うその告白だと知らず、彼女は憤ふん慨がいした。

「ぼくの初めての人になってくれないかい？　こんなことを頼たのめるのは君しかいないんだ」

　初めての人！

　彼女は感激した。

　自分が、レオナルド様に初めて胸を揉まれた女になるのだ。人は、それってただのセフレじゃんと言うかもしれないが、そもそもレオナルド様にはセフレがいない。何にせよ初めての人になれば、他の子たちに差をつけられる。そして、本命の彼女――本カノ――にアップグレードできるに違いない。

「ええ……でも、恥ずかしい……」

　ストレートに承しよう諾だくしては、自分の価値が下がってしまう。女の子らしく、彼女はいったん渋しぶってみせた。

「お願いだ、胸をさわらせてくれないかい？」

「でも、他の人だって……」

「君の胸をさわりたいんだ」

　君の胸を！

　ああ！　レオナルド様！　レオナルド様だったら、いつ、何回さわられても平気よ！　その言葉を危あやうく彼女は呑のみ込んだ。ここで安やす請うけ合あいしてはいけない。

「でも、さわるだけっていやよ」

「どうすればいいんだい？」

「レオナルド君の……彼女になりたい」

「いいよ」

　嘘!?

　興奮で絶ぜつ叫きようしそうになった。レオナルド君がＹＥＳって言ってくれた!!　これって夢!?

「ほんとに!?」

「前から君はかわいいって思ってたんだ」

　ああっ、レオナルド様!!

「うん、いい、いくらさわっても平気！」

「じゃあ、さわるよ」

　レオナルドの手が、水泳部員のバストに伸びた。




　無む邪じや気きにはしゃぐ女を前にして、レオナルドは笑みがこぼれるのを必死に我が慢まんしていた。彼女にするなんて、もちろん嘘である。

　だが、自分には悪魔の手がある。いくら約束しようと、この手で傀儡くぐつにして忘れさせればよいのだ。

　女は、以前から知っている女だった。

　見た目、ＥカップかＦカップぐらいある。レオナルドにお熱をあげている女の中では、胸の大きい方である。

　女は、信じられない幸運に目を輝かがやかせてレオナルドを見ていた。

　彼女にとっては、胸をさわらせるのは初めてのことに違いない。しかし、レオナルドは違う。胸をさわったことがないというのは嘘である。

（こいつが魔物ならばうれしい誤算だが……）

　レオナルドは両手で、一気にバストをわしづかみにした。

　ぎゅうっと若々しいかたまりが手の中で弾はじけた。白いブラウスに皺しわが走り、手の中で乳ち房ぶさがつぶれていく。

「あん♪」

　女が声をあげた。

（これはおっきいぞ……！）

「どう？」

　少し鼻の穴をふくらませながら、レオナルドに尋ねる。

「凄い気持ちいいよ……じかに味わいたい」

「それはだめ」

「どうして？」

　言いながら、さらに二度三度、くり返しこねまわす。皺の入った白いブラウス目め掛がけて、指を食い込ませていく。

　手の下でブラウスのふくらみがひしゃげた。ブラジャーの感かん触しよくと同時に、すばらしいボリュームが広がっていく。なかなか揉み応ごたえのあるオッパイである。

「いくつ？　教えないと、付き合ってあげないぞ」

「そんなのいやん」

「ちゃんとミリ単位で、カップサイズも」

「九十二・三のＦカップ」

　Ｆカップ！

　巨乳はＥカップからだが、Ｆカップから少し大きさの次元が変わる。爆乳はＧカップからである。Ｆカップといっても、この子はＧカップよりのＦカップだろう。

　レオナルドは、リボンタイはそのままに、ブラウスのボタンを外して、Ｔシャツの上から乳房を揉みしだいた。

「ああん、レオナルドくぅん」

　女が甘あまい声をあげる。

　Ｆカップのバストは、レオナルドの手で揉みくちゃにされて変形しまくっている。すでに十五回は揉まれているだろう。

　さらに巨乳を揉みまくると、女がレオナルドの手をつかんで身体をふるわせてきた。感じているらしい。

「見たいな」

「そんな……だめ……」

「見せてくれないと、付き合わないよ」

　イケメンを武器に、脅きよう迫はくする。

「じゃあ……少しだけ……」

　さらにＴシャツまで押おしあげた。ピチピチの肌はだを、水色のブラジャーが覆おおっていた。寄せられてできあがった谷間が、艶なまめかしい。しっとりとした肌が、まぶしく目に突つき刺ささる。

　レオナルドはエッチな谷間に顔をうずめた。

「あん♪」

　女がレオナルドの頭をやさしく抱だいてきた。さらに顔が押しつけられる。

（くほぉ……いい感触ぅ♪）

　たまらず鼻で谷間をほじくる。

「あん、あぁん……レオナルド君ったらぁん」

　女が甘ったるい声を響ひびかせる。レオナルドは鼻の頭を押しつけながら、ブラのホックを外した。

「あん、だめ……」

　女が抵てい抗こうしてみせる。しかし、本気でないことはわかっている。すでにブラは浮き上がっていた。そしてレオナルドの手は、すっぽりと生乳を包つつみ込んでいた。

　瑞々しく、若々しい乳房だった。

　大人の乳房なら、もっとやわらかさがあふれているに違いない。しかし、相手は女子高生。完熟直前の果実のように、若さあふれる弾力が張りつめている。

（これは凄い……！）

　手のひらにほとばしる快感に、つづけざまレオナルドは揉みしだいた。九十二センチのバストを、これでもかとばかりにもみっ、もみっと握りしぼる。

「あんっ、あぁん、レオナルドくぅぅん……」

　女の身体がふるえた。

　ぴっちりと寄せられた太ふと腿ももがふるえる。

　女はすっかりその気になっていた。目がとろんとしている。身も心も、すべて捧ささげるつもりだ。

「レオナルド君……」

　キスを求めてきた。

　レオナルドは巧たくみに躱かわした。女たらしのレオナルドだが、キスをしたことはまだない。我わが唇くちびるは、愛いとしの悪魔様のものである。ここでファーストキスを奪うばわれるわけにはいかない。

（では、傀儡くぐつにするか）

　レオナルドは、両方の人差し指でバストの頂点を突いた。

「あん♪　そこは――」

「いいかい、これからぼくの言うことを聴きくんだよ」

「何……？」

「君は今日のことを忘れる。今日のことを誰だれにも話さない。ぼくに交際を迫らない。でも、ぼくが望んだときには胸をさわらせる」

「わたしは今日のことを忘れる……今日のことを誰にも話さない……交際を迫らない……でも、レオナルド君が望んだときには胸をさわらせる……」

　うつろな調子で、女がくり返した。

「これから君はぼくの傀儡だ。わかったら、ぼくの上に四よつん這ばいになるように」

　レオナルドがベッドに横たわると、女の子が四つん這いでのしかかってきた。顔の上で、垂れてさらに大きく尖った乳房が、プルンプルンと揺れる。

（これは絶景だ!!）

　たまらずレオナルドは両手で揉みしぼった。シーツに突いた女の手が、快楽に耐たえようとしてぷるぷるとふるえる。

　たまらず、顔の上から垂れ下がった乳房を揉みしだいた。女が喘あえいだ。

（悪魔の手って、最高～～～っ！）

　天使の手を捨ててよかった、とレオナルドは思った。次のシンクロナイズドスイミング部の女を待たせているのはわかっていたが、もう少しさわっていようとレオナルドは決めていた。
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　四時間め、夢人は指定された場所へ向かっていた。

　メールには、魔物の居場所をつかんだということが書いてあった。いっしょに二人を人間にして、楽になろうじゃないかとある。

　怪あやしい。あいつが共同歩調をとろうなんて、絶対おかしい。

　体育館に着くと、中に入って夢人はケータイをかけた。

「愛の中には、常に幾いく分ぶんかの狂きよう気きがある。しかし狂気の中には常にまた、幾分かの理性がある。――フリードリッヒ・ニーチェ」

　相手はレオナルドであった。

「魔物の一人は一年生。もう一人は二年生。午前十一時半に体育館倉庫に現れるらしい」

「それ、ガセじゃないだろうな」

「血と汗あせでつかんだ情報だ」

「悪魔から吹き込まれたんだろう」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあった。

「おまえ、メフィストフェレスってやつと取引したろ？」

「まさか」

「悪魔の手に乗のり換かえたんだろ」

「乗り換えたのは君じゃないのか？　メフィストフェレスから言われたぞ。もうすでに一人、悪魔の手に乗り換えている。君も乗り換えたらどうか、とね」

　夢人は少し考えた。

　嘘をついている可能性はあるが、あの悪魔なら言いそうな台詞だ。もっとも、それでレオナルドの嘘の可能性がなくなったわけではない。女子トイレの件で、レオナルドにはガセをつかまされている。

「本当に悪魔の方についたんじゃないだろうな」

「君の方こそ、ついていないだろうな」

「おれがつくか」

「そうとわかれば話が早い。もうすぐぼくがそこに行く。そこで永遠に待機していてくれたまえ」

　突とつ然ぜん扉とびらが音を立てて閉まっていた。施せ錠じようの音がつづく。倉庫の扉は、固く閉じられていた。

（やっぱり）

　ケータイの向こうでレオナルドの笑い声が聞こえた。

「閉じ込められた気分はどうだね？」
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　結奈は、無人の温水プールに現れていた。適当に言い訳をして、授業を抜ぬけてきたのだ。

　――四時間め、プールに来い。

　なぜプールなのかはわからない。いやらしいことでもするつもりだろうか？

　ケータイを取り上げられてしまったので、お兄ちゃんとは連れん絡らくできなかった。教室で夢人と会おうにも、同じ教室にレオナルドがいる。

　相手は何を言ってくるつもりだろう。

　お兄ちゃんは、レオナルドも天使の手にされていたと話していた。でも、理沙は、レオナルドは悪魔の手に変えられている可能性があるという。

　どっちを信じるか。

　お兄ちゃんか。

　抜け駆がけをしようとした理沙か。

（わたしが我慢してレオナルドって人にさわられたら、あの人も人間になれるのかな）

　ふと、そんなことが浮かんだ。

　同時に、いやだと思った。

　どうしてあの人のために――。

　でも。

　どちらかが不幸になるのは見たくない。

　足音が後ろでしていた。

「脅おどそうったって――」

　振ふり返った結奈は、口を開いた。

　切れ長の瞳ひとみに、美しい長ちよう髪はつ――抜け駆けをしようとした理沙だった。

「レオナルドって人と組んでたんですか」

「尾つけてきた」

「え？」

「音楽室で変なことを言われていたのを、見たのでな」

　結奈はびっくりして理沙を見た。ずるい人だと思ったのに、そうではないということだったのか……？

　考えてみれば、お兄ちゃんの友達なのだ。悪い人のはずがない。

「朝の借りだ。血迷った」

　ううん。いいの。

　結奈が言おうとした台詞を、男の声がさえぎっていた。

「君たちは、君たちが人間と呼ぶものに何か永続的なものがあると思っているが、そのようなものはないのだ。――アンドレ・マルロー」

　さらりと金髪を掻かきあげて、気き障ざなポーズを決めた男――在あり原はらレオナルドだった。

「ここに結奈君を呼べば、もう一人の魔物も来るものだと思っていたよ。二人とも、お悩なやみのようだね。ぼくがその悩みを解決してあげよう」

　レオナルドは手をもみもみと動かしてみせた。

「この手を見たまえ。ぼくの手は、高貴なる天使の手なのだ。この手で揉めば、君はたちまち人間になれる」

「嘘をつけ。メフィストフェレスに会ったろ」

「会ったという証しよう拠こは？」

　理沙は答えなかった。もちろん、証拠はない。

「案ずることはない。ぼくの手は特別なのだ。普ふ通つうは魔物一匹ぴきしか人間にできないが、ぼくの手は同時に二匹の魔物を人間にできるのだ」

　レオナルドは、両手を開いて閉じてをくり返した。

「ささ。遠えん慮りよすることはない。迷える巨乳たちよ、我が手に揉まれよぷりーず」

「お断りだ」

「そちらのお嬢じようさんはどうかな？」

　もちろん、お断り――。

　そう思ったのに、結奈は言えなかった。

（わたしがウンって言ったら、この人はお兄ちゃんにさわってもらえるのかな）

　そうすれば、二人とも人間になれる。

　でも、この人が偽にせ者ものだったら――。

「どうした。早くその豊かなる胸をぼくに差し出したまえ。ぼくの手は神の手なのだ」

　どうしよう。

　結奈は迷った。理沙が不思議そうに結奈を見ている。

　思い切って、ウンと答えた方がいいのだろうか。

　でも、やっぱりいやだ。

　お兄ちゃんにさわってほしい。お兄ちゃんのことが好きだから――。でも、それって自分勝手な気持ちかもしれないし――。

「ささ。わずか十五回で人生が手に入るのだ。天使の手に揉まれたまえ」

「騙だまされるなよ。そいつの手は悪魔の手だ」

　突然聞こえた男の声に、三人が振り返った。一番驚おどろいていたのは、レオナルドだったに違ちがいない。

「お兄ちゃん！」

「夢人……」

　レオナルドが呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべた。

「なぜ、ここに――」

「体育館の倉庫に閉じ込めたと思ったろ」

　夢人がにやりと笑った。

「どうせそんなことだろうと思って、隣となりの更こう衣い室しつに入ってたんだ」

「嘘をついたな」

「おまえもな」

「取引と行こうじゃないか。君は一人しか人間にできない。二人同時に人間にすれば、君が死ぬ」

「だから？」

「好きな方を選びたまえ。ぼくは残りを選ぶことにしよう」

　結奈は、思わず夢人を見た。

　理沙も、祈いのるような目つきになった。

　自分も、この人も、人間になりたいと思っている。自分が選ばれたいと思っている。

　でも、人間にできるのは一人だけ。

「君なら答えは決まってると思うがね。かわいい従妹を選ばないのかね」

「いやだって言ったら」

「君は死ぬのが好きなのかい」

「女の子を悲しませるのが嫌きらいなだけだ」

「平へい凡ぼんな顔で気障な台詞を吐はくな」

「気障な顔であくどいことをするな」

「では、気障な顔で仲間を呼んでやろう」

　ふいにレオナルドは、勢いよく片手を振り上あげた。
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「いでよ、ぼくの子こ猫ねこちゃんたちっ！」

　大声が響きわたったとたん、

「あは～ん！」

「うふ～ん！」

「いや～ん！」

　妙みような掛かけ声ごえとともに、ビキニ姿の女の子たちがプールの中から姿を現していた。赤色のビキニ、青いビキニ、黄色のビキニ、緑色のビキニ、黒いビキニ――戦隊もののヒーローのように五色そろっている。

　さらに、

「いでよ、子猫ちゃんたちパート２！」

　と叫さけぶと、また五人のヒロインたちが戦隊もののヒーローよろしく姿を現していた。

「ふははははは！　見たか、これがレオナルド戦隊だ！」

　夢人は醒さめた目で悪友を見た。

「で――おまえは悪の首領ってわけか？」

「正義の味方だ！」

　レオナルドは真まっ直すぐ夢人を指差して、ビキニガールに命じた。

「ぼくの子猫ちゃんたち！　あの者たちを動けなくせよ！」

「はい、レオナルド様！」

　十人が高らかにプールの中から数メートル跳とび上がった。人間離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくである。

　おまけに――全員Ｆカップ以上の巨乳だった。

　みんな、シンクロナイズドスイミング部の子である。あそこに巨乳は一人しかいなかったはずだが……。

（傀儡!?）

　五人が、結奈と理沙に襲おそいかかった。理沙の蹴りを躱して、二人をプールに引きずり込む。さらにその二人を、囲い込む。

　結奈と理沙が焦あせっていた。水の中ではあまり蹴りは喰らわせられない。おまけに相手は水の専門家だ。白いブラウスが濡ぬれて豊満な乳房に張りついた。

　だが、見とれている場合ではなかった。残る五人が、夢人に襲いかかっていたのだ。両りよう腕うでを伸のばして抱きつき、同時に乳房を押しつける。

　むにゅっ。

　ふにゅん。

　ぷにゅぷにゅん。

　高校生のパチパチの乳房が心ここ地ちよく弾けまくって、夢人は快感にもがいた。乳房に押されて、前に後ろに、右に左に、身体がよろめく。オッパイも集まれば、凄いプレッシャーである。

　しかし、思い切り気持ちいい。その姿に、

「ああっ！　くそ！　羨うらやましい！」

　レオナルドが叫んだ。

　十個のオッパイが、夢人の顔を四方八方から包み込んでいるのだ。背中に押しつけている子もいる。

「こら！　その乳は我が物である！　他人にこすりつけるな！　やめよ！」

「はい、レオナルド様！」

　とたんに女の子たちがオッパイ攻こう撃げきをやめていた。

　夢人が息をついた。

　耳を赤くして、はぁはぁと息をつきながらレオナルドを睨にらみつける。

「今度は……こっちから行くぞ」

「わっ！　まずい！　夢人をオッパイで封ふうじよ！」

「はい、レオナルド様！」

　夢人の顔面を五人が取り囲む。

　再び、ぷにゅぷにゅ攻撃の開始だった。女の子たちが抱きつき、夢人から自由を奪う。そしてオッパイをすりすりと押しつけていく。足に押しつけている子もいる。腕うでを取って胸の谷間に挟はさみ込んでいる子もいる。

「ああっ、くそ！　羨ましいことを！　こら！　それはぼくがされるべきことだ！　やめよ！」

「はい、ご主人様」

「いや、やめるな！　つづけよ！　やめるのはまずい！」

「はい、ご主人様！」

「いや、いかん！　やはり……いや……しかし……」

　嫉しつ妬とと目的に挟まれて、レオナルドはもがいた。決断を下せぬうちに女の子たちは夢人の顔にオッパイを押しつけまくる。そのうち乳房を押しつけて、オッパイでの窒ちつ息そくプレイを始めた。

「お兄ちゃん！」

「夢人！」

　なんとか乳房から逃のがれて、夢人は二人の方を見やった。

　五人のビキニ女が、水中に引きずり込んでいく。結奈も、二人に絡からまれて水中に引きずり込まれた。

　もがいている。

　苦しいのか、結奈の姿が人間からサキュバスの姿に変わった。理沙も、人魚姿に戻もどっていた。しかし、三人の水泳部員に胴どう体たいに抱きつかれて、思うように攻撃ができないでいる。

　その二人に、レオナルドが迫せまっていた。

「二人とも揉んでやるぞ！　ぼくの手に揉まれたものは、みんな人間になれなくなるのだ、ふはははは！」

（させるか！）

　夢人は五人のビキニ女から逃れようとして、押し倒たおされた。女たちが夢人の身体に群がる。

　腕に、足に、胸を押しつけながら体重を預けてくる。

　正直重い。

（こいつらをどうにかしなきゃ――）

　思ったところで、雪ゆき絵え先生の言葉が蘇よみがえ　っていた。

　天使の手には、傀儡を解除させる能力があると言っていなかったか？　悪あく魔まの手が乳ち首くびを押して傀儡にするのなら、天使の手で同じことをすれば、もしかすると自分の傀儡にできるかもしれない。

　夢人は、手に乳房を押しつけていた女の胸を、人差し指で突いた。あぁん、とビキニ女が悶もだえる。

　指の先せん端たんで、かわいい突とつ起きがぷにぷにと弾ける。

　逃にげる乳房を追いかけて、さらに指先でぐりぐりと攪かく拌はんする。あはぁぁん、と女がのけぞった。

（この調子だ！）

　左手が自由になった。

　自由になった左手で、今度は顔面に乳房を押しつけている女のバストの中心をえぐる。一人、二人――次から次へと女の子たちのバストの真ん中を押していく。

「あん♪」

「やん♪」

「しびれるぅん♪」

　女の子たちの身体がゾクゾクとふるえる。

（エ、エロい～っ！）

　興奮にこっちがしびれそうになりながら全員のバストを押し終えると、夢人はびしっとポーズを決めて指先をレオナルドに向けた。

「レオナルドを撃げき退たいせよ！」

　反応がない。

（あれ？　失敗？）

　思ったところで、くるっと女の子たちが振り返かえった。

「了りよう解かい！」

　ビキニガールの声が重なり、五人のビキニガールが宙を舞まった。

　プールに飛び込み、レオナルドを目指す。

　夢人もあとを追ってプールに入り、結奈と理沙に絡んでいる女のバストを突きまくった。突くと同時に、レオナルド襲しゆう撃げきの命令を下す。

　ビキニガールたちがレオナルドを取り囲み、異変に気づいたレオナルドが叫んだ。

「こ、こら、何をしている！　夢人が自由になっているではないか！　早く襲撃せよ！」

「レオナルドを拘こう束そくしろ！」

　夢人の命令に、十人の女の子たちがレオナルドに群がった。

　レオナルドの顔に、腕に、ビキニに包まれたオッパイが押しつけられる。お腹なかにも、太腿にも、オッパイが押しつけられている。

「うはっ、やめよ、ぼくの命令を聴け、やめ、うほっ……うほほ……」

　乳房の快感に責められて、レオナルドがもがく。なんだか幸せそうだ。その顔面を、五人の乳房が覆い尽つくしていく。腕も足も、谷間に挟まれている。

「や、やめよ……いや、やめるな、気持ちいい……もっと……うひ、やっぱりやめて、そこはだめ、うひ……うひひひひひ……」

　レオナルドの表情がとろけた。

　阻そ止しするべきか。受け入れるべきか。欲望と目的の狭はざ間まで悶えているのだ。そのレオナルドに、女の子たちがムチムチの巨乳を押しつけていく。両側から二人の女の子が、す～っ、す～っとエッチなオッパイをこすりつけていくのだ。

「た、たまらん、も、もっとやって……」

　二人の女の子がくり返しレオナルドの身体にバストを這はわせ、残りの女の子が頭をオッパイで挟んだ。

「んぐぅ、んぐ、んぐ、んぐぅぅっ……♡」

　レオナルドが幸せそうに悶えた。もう抵抗する気はないらしい。悪魔の手先はごぼごぼと泡あわを吹きながら、十人の乳の海の中に沈しずんでいった。

　夢人はようやく結奈と理沙に向き直った。

「お兄ちゃ～ん！」

　結奈が黒い翼つばさを広げて飛んできた。

　思い切り淫いん魔まの姿だったが、どうでもよかった。どんな姿だって結奈はかわいい。

　空を飛んできた結奈を、夢人は抱き締しめた。姿形は少し変わっているけれど、その目、その胸は結奈だ。

「お兄ちゃん、わたし――」

「淫魔だって結奈はかわいいよ」

「お兄ちゃんっ!!」

　結奈が思い切り抱きついた。乳房がつぶれて激しく夢人の身体をくすぐる。露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームだけに、刺し激げきは直接的である。

（結奈！）

　恋れん情じようと欲情が込み上げた。もし結奈しかいなかったら、そのまま胸をさわっておしまいだったに違いない。

　でも、理沙がいた。理沙は、人魚の姿のまま、プールの中で寂さびしそうに夢人を見ていた。耳には、いつものようにイヤリングが光っていた。

　夢人が贈おくったイヤリング、そして昨日人魚姿のときにも身に着けていたイヤリングだ。どうしていつもあんなにイヤリングを――。

　はっとした。

　嫌いな人間の贈り物を、女の子が身に着けるはずがない。

　結奈だって自分を好きだが、理沙だって、たぶん自分のことを好きなのだ。だから、女子トイレのときも自分を匿かくまってくれたし、そのあとさりげなくヒントを出してくれたのだ。

　その理沙を――選ばずに切り捨てるのか？

　天使の手が人間にできるのは、一人だけだ。

　二人以上だと、持ち主が死ぬ。

　けれども――どちらかを不幸にするなんてしたくない。

　結奈を人間にすれば、理沙が不幸になる。理沙を人間にすれば、結奈を不幸にする。でも、どっちもいやだ。

　迷っているうちに、理沙が背を向けた。

「待てよ！」

　夢人は呼び止めた。

　理沙は身を引こうとしているのだ。そんなことを、させるものか。

　夢人はプールの中を移動して理沙の前に立った。

　好きか嫌いか。

　誰と付き合うか。

　そんなことを問うている場合ではない。自分が死ぬか生きるかだって、どうでもいい。とにかく、今を逃したら、もう理沙は永遠に人間になれないかもしれない。それは、結奈だって同じだ。ならば、二人いっしょに人間にしてやる。

　両手の届く範はん囲いに二人がいることを確かく認にんして、夢人はいきなり両手を伸ばした。髪かみの毛けに覆われた理沙の乳房を、片手で揉もみつかむ。と同時に結奈の乳房を、片手でわしづかみにしたのだ。

　両手の中で、結奈と理沙のふくらみが弾けた。肉にく弾だんがひしゃげ、手の中でバウンドしまくる。

「あん！」

「お兄ちゃん！」

「二人とも、人間にしてやる！」

　夢人は猛もう烈れつなスピードで二人の乳を揉みはじめた。

「馬ば鹿か、お兄ちゃん！」

「夢人やめろ、おまえが死ぬ――」

　二人が抵抗しようとする。でも、胸を揉まれてエッチな声しかもれてこない。

「死ぬかよ、こんなので――」

　――本当に死ぬかもしれない。

　一瞬、思った。

　死ぬということがどういうことかはわからない。両手に握にぎり締めた二人のバストは、死への切符きつぷかもしれない。

　でも。

　一人は選べない。選べないのなら、両方やるしかない。死んだときはそのときだ。あの世で姉ちゃんにでも会えばいい。

（――いや！　死ぬもんか！）

　夢人の手が激しく何度も乳房をこねまわし、ぐいぐいとバストを握りつぶした。ピクン、ピクンと結奈と理沙の身体がふるえ、乳揉みの回数が十六回に達した。

　その瞬しゆん間かん――

　プールの中から垂直に光の柱が走っていた。直径三メートルの光の柱が夢人を、結奈を、理沙を包み込み、天空に向かって伸びた。その光の中で、理沙の身体が、結奈の身体が、そりかえった。

　乳房を揉まれながら、のけぞり、ビクンビクンとさらに痙けい攣れんした。

　そして――。

　人魚の鱗うろこが、剥はがれ落おちて光に変わっていた。黒い翼が、黒い尻尾しつぽが、先端からゆっくりと消えていく。

　光の柱の半径が狭せばまり、辺りは元の姿に戻っていた。二人の女はプールに水すい没ぼつした。

　それから水上に顔を出した。

　理沙の足は、人間の足に変わっていた。結奈の翼も尻尾も、妙な顔の紋もん様ようも消えて、元通り人間の女の子に戻っていた。

　そして夢人は――。

　倒れて水面に浮うかんでいた。

「お兄ちゃん！」

「夢人！」

　二人が駆かけ寄よる。

　反応がない。

「お兄ちゃん！」

「夢人！　こら、死ぬな！　目を開けろ！」

「お兄ちゃん、死なないで」

　二人が夢人の顔を揺する。

　でも、唇は動かない。

　夢人は死んでしまった。

　せっかく助けてくれたのに、死んでしまった。

　二人のために。

　二人を魔物から人間にするために。
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　これで自分たちは、永遠に人間の姿でいられる。でも、肝心の夢人がいないのでは――大好きな人間がいないのでは――せっかく人間になっても……。

　二人の表情が凍こおりついたそのとき――夢人のまぶたが、ぱっちりと開いていた。

　真しん剣けんな二人の表情に気づいて、にっと笑ってみせる。

「ほら、死ななかったろ」

　二人が全ぜん裸らのまま抱きついた。裸はだかのぷりぷりのオッパイが、夢人の濡れた身体に押しつけられた。寒さに勃ぼつ起きした乳首が、ツンと肌をくすぐった。

　ゾクゾクッと夢人の身体がふるえた。

「ちょ、ちょっと二人とも！」

「お兄ちゃん！」

「夢人！」

　夢人はそれ以上抵抗しようとしなかった。自分の名前を呼ぶ二人の顔から、涙なみだが流れていたのだ。

　夢人はやさしい表情を浮かべると、二人の背中に手をまわし、引き寄せた。







終章　幸せの水みず鉄でつ砲ぽう







　夢ゆめ人とは、腕うで時ど計けいを見やった。もう夜の九時だ。

　レオナルドは、翌日には巨大なアフロへアになっていた。何をしてもストレートにはならないそうだ。メフィストフェレスが少し髪かみ形がたが変わると話していたのは、こういうことだったらしい。それでも、レオナルドの信者たちはかわいいと騒さわいでいた。女心はわからぬものである。

　乳輪教会の洞どう窟くつの入り口にたどり着くと、やはり扉とびらは開いていた。夢人は一息ついて、中に入った。

　天使は、目を開いていた。

　夢人が来るのはわかっていたのだろう。

「どうして二人もさわったのですか？　あれほど死ぬと釘くぎを刺しておいたのに」

「え？　あれって、はったりじゃなかったの？」

　天使は首を振った。

　なら、なぜ自分は死ななかったのだろう。神様が、奇き蹟せきをプレゼントしてくれたのだろうか？　それとも――。

「ともかく、あなたの役目は終わりました。よくやりとげました」

「別にほめられるためにやったわけじゃないよ」

　照れを隠すように夢人は背中を向けた。そのあとを、切なそうに天使の視線が追いかける。洞窟の入り口まで歩いて、夢人は立ち止まった。

「何か？」

「天使さん、おれの知ってる人に似てない？」

　天使は首を振った。

　そ、と答えて夢人は洞窟を出た。自動的に洞窟の入り口が閉まった。

「姉ちゃんに、似てると思ったんだけどなあ……」




　自宅に着いたときには、十時をすぎていた。更衣室で裸の腰こしに白いタオルを巻きつけて浴室の扉を開けると、結ゆ奈なと理り沙さが先に広い浴よく槽そうに浸つかっていた。バズーカの形をした水鉄砲が置いてある。

「それ、何？」

「武器」

　うれしそうに結奈が答えた。

　理沙も結奈も、白いビキニを着けていた。大きなオッパイがビキニの下で揺ゆれている。午後九時を一時間以上すぎているというのに、二人とも人間の姿のままだ。

　夢人が浴槽に入ると、二人が挟み込んできた。結奈が積極的に身体を押しつけてくる。九十九センチのＩカップ弾だんは気持ちいい。

「今晩、理沙さんお泊とまりしてくんだって」

「いいけど」

「次は結奈が理沙さんの家に行くの。お兄ちゃんも来る？」

　うなずくと、わ～いと結奈がはしゃいだ。理沙もうれしそうな顔をしている。

　怖こわがらなくてよかったと思う。

　二人の胸をさわったとき、確信があったわけではない。本当は、死ぬかもと思っていた。でも、理沙の悲しむ顔も、結奈の悲しむ顔も見たくなかった。だから、突っ走ぱしってしまったのだ。

（もう顔にも手にも変な模様も出なくなったし、本当によかった……）

　久しぶりに味わう安あん堵どの気分を、浴室の開閉音が打ち破っていた。我が家やのエロリスト、糞くそオヤジである。

「おおっ！　今日は二人も！　結奈ちゃん、叔お父じさんと親しん睦ぼくを深めような～♪」

　にやにや笑いながら近づいてきた父親に、結奈と理沙が武器をかまえた。父親が、わっと声をあげた。

「ま、待て！　話せばわかる！」

「照準ゲルドルバ！」

　結奈が引き金を引いた。

　バズーカ型の水鉄砲から鉄砲水のように水が飛び出し、父親は浴室の外に飛び出していった。しばらくして、ぐえっという声が聞こえた。困った糞オヤジである。

　理沙と結奈は顔を見合わせてくすくすと笑った。それから、武器を手にしたまま夢人に身体を押しつけてきた。

　一メートル近い二人のバストが裸の夢人の身体に当たり、たっぷりとひしゃげる。その美しい肌に、鱗が浮かぶことも淫魔の怪しげな模様が浮かぶこともない。

　湯ゆ煙けむりは気持ちよさそうに夜空に上がっていた。まるで二人の幸せを、否いや、三人の幸せを告げるように――。

　しかし――その姿を塀へいの上から眺ながめているお邪魔虫がいた。

　悪魔メフィストフェレスである。

　手て拭ぬぐいを持っているのは、生意気にも一ひと風ふ呂ろ浴びに来たのだろうか。

「いい気なもんだぜ。魔ま物ものが露ろ天てん風呂なんてよ」

　人のことを放っておいて、勝手なことを言う。

「おれはあきらめねえぜ。今回は負けたけどな、絶対おまえを悪魔の手にしてやる。また胸を揉まなきゃいけないようにしてやる。今度は違う魔物の胸がさわれるんだから、感謝するんだな」

　いやらしい笑えみを残すと、悪魔はぴょんと跳び上がって暗くら闇やみに消えていった。







あとがき







　お久しぶりです、鏡かがみ裕ひろ之ゆきです。

　Ｂ一〇〇星系にあるオッパイ星へ行っていました――はい、こういうあからさまな嘘うそは華か麗れいにスルーしようね。

『魔ま女じよにタッチ！』につづく新シリーズです。

　自分でつくったゲームのノベライズやら『巨乳魔女』のシナリオやら真ま面じ目めな本の執しつ筆ぴつやらで、戻って来るのに時間がかかってしまいました。世界一朝食の美お味いしい神戸北野ホテルに行っていたせいではないのよ。ね、Ｋさん!!

　今回の舞ぶ台たいは、前シリーズと同じ、清せい条じよう院いん学がく院いん高等部です。

　主人公は違いますが、あの人が登場します。さらに馬鹿になって大だい活かつ躍やくです。

　ヒロインは二人とも、爆乳です。デフォルト値が前回よりアップしてますね。○カップと○カップって、どういうことよ。超ちよう乳にゆうも二人ほど見みえ隠かくれします。そして、今回も揉まれまくりです。人生、荒あら波なみには揉まれ、巨乳は揉みまくらねばならないのです。それが自然の摂せつ理り、草食系男子の嗜たしなみというやつです。

　――えっ!?




　馬鹿なことは放っておいて、告知です。

　愛育社から超ちよう真ま面じ目めな本、『非実在青少年論～オタクと資本主義～』を出しました。東京都が、高校生以下の子たちが読む漫まん画がを規制しようとしています。いかんですね～。というわけで、性の多様性とは何なのか、東あずま浩ひろ紀きのデータベース消費に代わるウロボロス消費とは何か、な～んてことを説明した、とってもお勉強になる本です。試験に出るよ！（笑）

　なお、レオナルドが吐く名言については、『愛のことば』（岩波文庫）から引用しました。ありがとうございます。

　では、お決まりの文句を！

　じ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～く・ぼいん！


http://www.onyx.dti.ne.jp/～sultan/







鏡裕之




池いけ袋ぶくろの名店・皇こー琲ひー亭ていにてブルーマウンテンを飲みながら


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




鏡 裕之先生／黒川いづみ先生
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